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平成平成2222年 平成22年 

男子100km総合表彰式（第16回 四万十川ウルトラマラソン） 

今
月
の
主
な
内
容 

C
o
n
te
n
ts ３ 5 ６  16 22 23

 

　
16
回
目
を
迎
え
た
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
。

今
年
の
応
募
者
数
は
４
０
９
４
人
と
な
り

初
め
て
４
千
人
を
超
え
ま
し
た
。 

　
大
会
当
日
は
、過
去
最
多
の
１
９
８
８
人

が
、最
後
の
清
流
四
万
十
川
の
雄
大
な
景
色

を
堪
能
し
な
が
ら
１
０
０
㎞
と
６
０
㎞
に

挑
み
、１
５
１
６
人
が
完
走
し
ま
し
た
。 

　
大
会
を
支
え
た
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

数
は
約
１
８
０
０
人
。沿
道
か
ら
も
あ
た
た

か
い
応
援
が
あ
り
、多
く
の
交
流
が
生
ま
れ

ま
し
た
。 

　
※
大
会
の
様
子
は
８
頁
〜
９
頁
で
紹
介 

地
域
づ
く
り
支
援
職
員 

財
政
健
全
化
判
断
比
率
等 

耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
支
援 

不
妊
治
療
費
等
助
成
事
業 

第
４
回
黒
尊
む
ら
ま
つ
り 

秋
水
１
０
０
年 

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ 



　
秋
の
四
万
十
川
沿
い
を
バ
ス
で
訪
れ
な
が
ら
、
人
と
川
と

の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
今
年
は
、例
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る「
黒
尊
む
ら
ま
つ

り
」に
参
加
し
、神
殿
橋（
黒
尊
川
）の
紅
葉
を
楽
し
み
ま
す
。 

　
ツ
ア
ー
で
は
、水
生
生
物
の
こ
と
や
、国
か
ら
重
要
文
化
的

景
観
（
文
化
財
）
に
選
定
さ
れ
た
景
観
な
ど
、
四
万
十
川
の
現

状
に
つ
い
て
講
師
か
ら
話
が
あ
り
ま
す
。 

　
参
加
希
望
の
方
は
①
住
所
、
②
氏
名
、
③
年
齢
、
④
連
絡
先

を
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

　
小
学
生
以
下
の
場
合
は
必
ず
保
護
者
と
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

日
　
　
時
　
11
月
13
日（
土
）  

　
　
　
　
　
８
時
30
分
集
合
〜
16
時
頃
解
散
予
定（
雨
天
決
行
） 

集
合(

解
散)

場
所
　 

四
万
十
川
学
遊
館（
具
同
） 

対

象

者
　
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人 

募
集
人
員
　
先
着
20
人  

参

加

料
　
１
人
１
０
０
０
円 

　
　
　
　
　（
昼
食
代
・
バ
ス
代
・
保
険
代
な
ど
含
む
） 

受
付
期
間
　
11
月
８
日（
月
）〜
12
日（
金
） 

受
付
時
間
　
９
時
〜
12
時
、13
時
〜
17
時 

講
　
　
師
　（
社
）ト
ン
ボ
と
自
然
を
考
え
る
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
常
務
理
事
　
杉
村
光
俊 

　
　
　
　
　（
市
）教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課
　
川
村
慎
也 

 

●
 問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
 ●
 

四
万
十
の
日
実
行
委
員
会
事
務
局
 

（
市
）地
球
環
境
課
 
四
万
十
川
対
策
室
 
�
（
3
4
）1
1
7
0

第52回　四万十市美術展 11月19日（金）～25日（木） 中央公民館 

行　事　名 時　　間 開　催　日 会　　場 

9：00～17：00 
（最終日は16：00） 

【主催行事】 

第19回　四万十川短歌全国大会 

第37回　一條大祭歌謡フェスティバル 

第26回　帽子と花の展覧会 

写団「四万十」第34回クラブ写真展 

チャリティー舞踊会 

第6回　西土佐文化祭 

フェスティバルKHK

写団「りゅう」第5回クラブ写真展 

第30回アーティストハウス宵架館 

グループ展 

第四回四万十市文化祭参加 

県下合同短歌大会 

第41回　高知コンサートグループ 

幡多支部　定期演奏会 

秋の合同茶会 

第36回　清水千代子バレエ研究所発表会 

11月20日（土） 

11月24日（水） 

11月27日（土）～30日（火） 

11月27日（土）～ 2日（木） 

11月27日（土）～ 3日（金） 

11月28日（日） 

12月 4日（土）～10日（金） 

12月 4日（土） 

12月 5日（日） 

12月 5日（日） 

12月 5日（日）～12日（日） 

12月11日（土） 

12月25日（木） 

幡多信用金庫本店大会議室 

文化センター　ホール 

中央公民館　研修室 

中央公民館　大ホール 

中央公民館　展示ホール 

文化センター　ホール 

中央公民館　展示ホール 

中央公民館 

大会議室　研修室　和室 

文化センター　ホール 

西土佐ふれあいホール 

文化センター　ホール 

文化センター　ホール 

中央公民館　図書室 

行　事　名 時　　間 開　催　日 会　　場 

13：00～16：00

開場17：30　開演18：30

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～16：00

開場11：00　開演12：00

9：00～17：00

10：00～16：00

9：30～15：00

開場12：30　開演13：00

9：00～17：00

開場14：00　開演14：30

開場13：30　開演14：00

【参加行事】 

第６回第６回 四万十市文化祭四万十市文化祭（1111月中旬～月中旬～1212月）月） 第６回 四万十市文化祭（11月中旬～12月） 

主催　四万十市　四万十市教育委員会　四万十市文化祭執行委員会 

（市）教育委員会 生涯学習課　　（３４）７３１１ 問い合わせ先 

お誘い合わせのうえ、ご来場ください 
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平
成
22
年
11
月
号 

四
万
十
川
を

四
万
十
川
を
も
っ
と
知
ろ
う
 

四
万
十
川
を
も
っ
と
知
ろ
う
 

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

参
加
者
募
集
！！
 

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集
！！
 



市
　
政

市
　
政 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 

3

平
成
22
年
11
月
号 

し
ょ
う
へ
い 

敷
地
老
人
ク
ラ
ブ
と

敷
地
老
人
ク
ラ
ブ
と 

市
長
が
懇
談

市
長
が
懇
談 

敷
地
老
人
ク
ラ
ブ
と

敷
地
老
人
ク
ラ
ブ
と 

市
長
が
懇
談

市
長
が
懇
談 

敷
地
老
人
ク
ラ
ブ
と 

市
長
が
懇
談 
地
域
づ
く
り
支
援
職
員 

を 
　
　
　
　
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

　
10
月
７
日（
木
）、敷
地
老
人
ク
ラ
ブ
と
市

長
と
の
懇
談
会
が
敷
地
集
会
所
で
開
か
れ

ま
し
た
。 

　
こ
の
懇
談
会
は
地
元
か
ら
の
要
請
に
よ

り
当
ク
ラ
ブ
が
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
会

合
の
場
を
市
長
が
訪
問
し
、進
行
は
当
ク
ラ

ブ
代
表
が
務
め
る
形
で
開
催
さ
れ
、地
元
か

ら
は
24
名
、市
か
ら
は
市
長
と
広
報
公
聴
担

当
の
２
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
ま
ず
市
長
か
ら
市
の
主
要
課
題
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、「
広
報
四
万
十
」
10
月
号

に
沿
っ
て
報
告
し
ま
し
た
。 

　「
老
人
に
と
っ
て
一
番
関
心
が
高
い
の
は

市
民
病
院
の
問
題
」と
の
地
元
の
話
を
受
け
、

市
長
か
ら
は
、医
師
招
聘
に
お
い
て
前
向
き

な
動
き
が
で
て
き
た
こ
と
な
ど
市
民
病
院

の
状
況
を
中
心
に
、
地
域
公
共
交
通
、
地
域

づ
く
り
支
援
職
員
、消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー
、

学
校
再
編
な
ど
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

詳
し
く
報
告
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
昼
食
を
は
さ
ん
で
、参
加
者
の
み

な
さ
ん
か
ら
、
自
由
に
ご
意
見
、
ご
質
問
を

い
た
だ
き
な
が
ら
熱
心
に
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。 

　
「
敷
地
の
浸
水
被
害
は
深
刻
、
一
度
見
に

来
て
ほ
し
い
」
な
ど
身
近
な
課
題
か
ら
「
市

営
バ
ス
の
運
行
方
法
の
見
直
し
」
や
「
観
光

客
が
多
く
利
用
す
る
市
道
管
理
の
徹
底
」な

ど
市
政
全
般
に
わ
た
る
幅
広
い
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
市
長
は
「
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
く
」こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。 

　
参
加
者
全
員
が
食
事
を
終
え
た
午
後
１

時
前
、約
１
時
間
半
に
わ
た
る
懇
談
会
を
終

了
し
ま
し
た
。 

　
今
後
、他
の
地
域
で
も
ご
要
望
が
あ
れ
ば

市
長
が
出
か
け
て
い
き
ま
す
の
で
、ご
連
絡

下
さ
い
。 

 

● 

問
い
合
わ
せ
先 

● 

　
企
画
広
報
課 

広
報
公
聴
係 

�
�
�
�
�
�
�
�
（
３
４
）１
８
１
０ 

　
市
で
は
本
年
６
月
、高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
地
元
と
一
緒
に
な
っ
て
考

え
、地
域
活
動
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、市
内
12
地
区
に
27
名
の
地
域
づ
く
り
支
援
職
員
を
配

置
し
ま
し
た
。 

　
支
援
職
員
は
本
来
の
業
務
を
持
ち
な
が
ら
兼
務
で
の
仕
事
に
な
り
ま
す
が
、こ
の
間
担
当

地
区
の
会
合
や
行
事
な
ど
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、区
長
さ
ん
を
は
じ
め
様
々
な
方
々
か

ら
地
域
の
実
情
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
地
域
の
人
口
構
成
、
歴
史
、
生
活
、
産
業
な
ど
を
調
べ
、

ま
た
支
援
職
員
相
互
の
情
報
交
換
会
も
開
き
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
等
を「
地
区
活
動
カ

ル
テ
」に
ま
と
め
て
き
ま
し
た
。 

　
今
後
は
こ
の「
カ
ル
テ
」に
基
づ
き
、各
地
区
へ
の
具
体
的
支
援
を
ど
う
し
て
い
く
か
、地
元

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
、取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

　
支
援
職
員
に
は
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

中　　　　村 西土佐 

古

津

賀 

第
２
団
地 

井
　
　
沢 

間
　
　
崎 

荒
　
　
川 

横
　
　
瀬 

田
野
川
乙 

伊

才

原 

勝
　
　
間 

住

次

郎 

中
　
　
組 

中

家

地 

奥
屋
内
上 

★
薦
田
則
一(

水
道
課)

　
井
口
敦（
福
祉
事
務
所
） 

　
川
村
史
恵(

保
健
介
護
課)

★
遠
近
由
幸(

地
球
環
境
課)

　
梶
谷
卓
志(

農
林
課) 

　
池
田
里
恵(

東
中
筋
保
育
所)

★
岡
田
圭
一(

都
市
整
備
課)

　
永
田
佳
久(

企
画
広
報
課)

担

当

区 

地
域
づ
く
り
支
援
職
員
名（
★
は
チ
ー
ム
長
、カ
ッ
コ
内
は
所
属
） 

★
田
中
邦
典(

財
政
課)

　
今
城
烈(

農
林
課) 

　
宮
地
朱
美(

東
山
保
育
所)

★
武
内
直
樹(

商
工
観
光
課)

　
岡
田
咲
子(

市
民
病
院
事
務
局)

★
津
野
智
宏(

建
設
課)

　
宮
崎
智
也(

学
校
教
育
課)

★
戸
田
裕
介(

保
健
介
護
課)

　
齋
藤
慎
一(

支
所
総
務
課)

★
川
村
慎
也(

生
涯
学
習
課)

　
佐
竹
孝
一
郎(

総
務
課)

★
安
岡
栄
治(

税
務
課)

　
小
栗
史
也(

地
球
環
境
課)

★
谷
口
忠
之(

支
所
総
務
課)

　
藤
本
啓
文(

支
所
総
務
課)

★
田
邊
秀
樹(

支
所
保
健
課)

　
室
津
康
志(

支
所
産
業
建
設
課)

★
島
村
祐
一(

税
務
課)

　
森
誠
樹(

支
所
産
業
建
設
課)

● 

問
い
合
わ
せ
先 

●
　（
市
）企
画
広
報
課 

秘
書
係 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
（
３
４
）１
１
１
１ 

内
線
２
３
０
０
、２
３
０
１ 



　
先
月
に
引
き
続
き
、4
つ
の
基
本
方
針
の
う
ち
３
つ
目
の「
利

用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
」で
掲
げ
た
具
体
的
施
策
の
主
な
も

の
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
施
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、地
域
の
実
情
と
市
の
財
政
状
況
な
ど
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
、優
先
順
位
を
決
め
な
が
ら
、実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

（市）企画広報課 企画調整係 　�（３４）１１２９ 問い合わせ先 

（３）利用しやすい環境づくり 

〈基本方針〉 

〈項　目〉 

①�接続・乗り継ぎの改善 

〈具 体 施 策 内 容〉 

②�バス待合環境の改善 ・バス停施設の改善 

・鉄道、幹線バスとの接続・乗り継ぎ 
　の改善 
・主要施設へのバスの乗り入れ 

・バス車両の小型化、バリアフリー化 

・バスのラッピング 
③�バス車両の改善 

「
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
に
つ
い
て
⑤
 

 

■
現
状
・
背
景:

半
分
以
上
の
路
線（
17
路
線
）で
、1
日
当
た
り
の
輸
送
人
員
が
10
人
未
満
と

　
　
　
　
　
　
　
な
っ
て
い
る
。そ
の
内
９
路
線
は
5
人
未
満
と
な
っ
て
い
る
が
、
26
〜
28
人
 

　
　
　
　
　
　
　
乗
り
の
中
型
バ
ス
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、利
用
者
の
大
半
は
高
齢
 

　
　
　
　
　
　
　
者
と
な
っ
て
い
る
が
、バ
ス
の
乗
降
に
負
担
を
感
じ
る
方
も
多
い
。 

▼
施
策
の
内
容:
車
両
更
新
時
に
あ
わ
せ
、（
※
1
）

低
床
バ
ス
の
導
入
や
車
両
の
小
型
化
を
は
か
 

　
　
　
　
　
　
　
る
。ま
た
、小
型
車
両
は
一
般
車
両
と
の
区
別
が
し
づ
ら
い
た
め
、（
※
2
）

ラ
ッ
 

　
　
　
　
　
　
　
ピ
ン
グ
を
行
う
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
※
1
）低

床

バ

ス:

高
齢
者
や
子
ど
も
が
乗
り
や
す
い
、出
入
口
が
低
く
な
っ
て
い
る
バ
ス
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
※
２
）ラ
ッ
ピ
ン
グ:
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
広
告
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
を
印
刷
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
車
体
に
張
り
付
け
る
こ
と
。 

バ
ス
車
両
の
小
型
化
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、ラ
ッ
ピ
ン
グ
 

■
現
状
・
背
景:

バ
ス
停
に
屋
根
や
ベ
ン
チ
だ
け
で
は
な
く
、ポ
ー
ル
、名
称
、時
刻
表
の
な
い

　
　
　
　
　
　
　
も
の
が
あ
り
、バ
ス
停
の
位
置
を
知
ら
な
い
地
域
住
民
が
多
く
見
ら
れ
る
。 

▼
施
策
の
内
容

:

利
用
者
の
多
い
バ
ス
停
に
つ
い
て
は
、屋
根
や
ベ
ン
チ
、バ
ス
停
ポ
ー
ル
を

　
　
　
　
　
　
　
設
置
し
、時
刻
表
、路
線
図
、運
賃
な
ど
の
掲
載
を
行
う
。 

バ
ス
停
施
設
の
改
善
 

■
現
状
・
背
景:

中
村
地
区
を
走
る
路
線
バ
ス
は
、市
民
病
院
な
ど
を
経
由
す
る
産
業
道
路
が

　
　
　
　
　
　
　
中
心
で
、市
役
所
や
商
店
街
か
ら
離
れ
て
い
る
。ま
た
、例
え
ば
市
民
病
院
か

　
　
　
　
　
　
　
ら
中
村
駅
方
面
に
向
か
う
バ
ス
に
乗
降
す
る
場
合
、道
路
を
横
断
し
な
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。 

▼
施
策
の
内
容

:

高
齢
者
な
ど
の
待
ち
時
間
の
負
担
軽
減
や
道
路
横
断
に
よ
る
事
故
の
危
険

　
　
　
　
　
　
　
性
に
配
慮
し
、市
民
病
院
敷
地
内
に
バ
ス
を
乗
り
入
れ
、建
物
付
近
で
乗
降
 

　
　
　
　
　
　
　
で
き
る
よ
う
に
す
る
。ま
た
、市
役
所
や
商
店
街
へ
の
バ
ス
の
乗
り
入
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
検
討
す
る
。 

主
要
施
設
へ
の
バ
ス
乗
り
入
れ
 

■
現
状
・
背
景

:

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
「
路
線
バ
ス
の
利
用
者
を
増
や
す
た
め
に
必
要
な

　
　
　
　
　
　
　
サ
ー
ビ
ス
」で
、”鉄
道
と
バ
ス
、バ
ス
同
士
の
接
続
を
改
善
す
る
“が
最
も
多
 

　
　
　
　
　
　
　
か
っ
た
。各
路
線
と
も
運
行
本
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、接
続
に
長
時
間
か
 

　
　
　
　
　
　
　
か
る
場
合
が
あ
る
。 

▼
施
策
の
内
容:

主
要
駅
で
あ
る
中
村
駅
お
よ
び
江
川
　
駅
に
お
け
る
鉄
道
と
バ
ス
の
接
続
、

　
　
　
　
　
　
　
幹
線
バ
ス
（
宿
毛
線
、
足
摺
岬
線
、
入
野
線
）
と
の
接
続
・
乗
り
継
ぎ
の
改
善
 

　
　
　
　
　
　
　
を
検
討
す
る
。 

鉄
道
、
幹
線
バ
ス
と
の
接
続
・
乗
り
継
ぎ
の
改
善
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財政健全化判断比率・資金不足比率の状況 （平成21年度決算） 
◎「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、「健全化判断比率」および「資金不足比率」を公表

　します。平成21年度決算に基づく各指標は、いずれも基準を下回っています。 

　（詳細については市ホームページをご参照ください　http://www.city.shimanto.lg.jp/gyosei/yosan.html） 

※実質赤字比率および連結実質赤字比率は、赤字額がないため「－」と表示しています。 
※実質赤字比率および連結実質赤字比率の早期健全化基準は、各自治体の標準財政規模によって異なります。 
　（注１）連結実質赤字比率の財政再生基準は、3年間の経過的な基準（平成20年度および平成21年度決算に基づく比率は40％、
　　　　平成22年度決算に基づく比率は35％）が設けられています。 

※資金不足のない会計は、「－」と表示しています。 

１．健全化判断比率(⇒地方公共団体の財政の健全性に関する指標） 

２．資金不足比率(⇒公営企業の経営の健全性に関する指標） 

指標名 

指標名 内　　容 公営企業会計名 

水道事業会計 

病院事業会計 

下水道事業会計 

と畜場会計
 

 

幡多公設地方卸売市場事業会計 

農業集落排水事業会計 

簡易水道事業会計 

20% 

20% 

20% 

20%
 

 

20% 

20% 

20%

― 

― 

― 

11.7%
 

 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

1.2%
 

 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

△10.5%
 

 

― 

― 

― 

公営企業会計ごとの資金 

 

不足額（赤字額）の営業収 

 

益等に対する比率 

資金不足比率 

実質赤字比率 

連結実質赤字比率 

実質公債費比率 

（３ヵ年平均） 

将来負担比率 

内　　容 

一般会計等の赤字額の標準財政 
規模に対する比率 
　※財政運営の深刻度を指標化 

全会計の赤字額の標準財政規模 
に対する比率 
　※財政運営の深刻度を指標化 

一般会計等が負担する借入金返済 
額等の標準財政規模に対する比率 
　※資金繰りの危険度を指標化 

一般会計等が将来負担することが 
現時点で見込まれている額の標準 
財政規模に対する比率 
　※将来の財政の圧迫度を指標化 

増減 
②ｰ① 

Ｈ21 
決算 
② 

Ｈ20 
決算 
① 

増減 
②ｰ① 

Ｈ21決算 
② 

Ｈ20決算 
① 

経営健全化 
基準 

― 

― 

18.1%

182.2%

17.4%

171.7%

△0.7%

△10.5%

― 

― 

― 

― 

財政再生基準 

20%

30% 

（注１） 

35%

早期健全化基準 

Ｈ20：13.14% 

Ｈ21：13.10%

Ｈ20：18.14% 

Ｈ21：18.10%

25%

350%

判断基準 

● 

問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先 

● 

　
　
（
本
　
　
庁
）税
務
課 

資
産
税
係 

�
（
３
５
）４
４
２
８ 

    

　（
総
合
支
所
）総
務
課 

税
務
係 

�
（
５
２
）１
１
１
１ 

　
土
地
、
家
屋
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な

異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　 

 

■
土
地
の
地
目
（
宅
地
、
田
、
畑
、
山
林
、

　
原
野
、雑
種
地
ほ
か
）に
変
更
が
あ
っ

　
た
場
合 

 

■
家
屋
の
新
築
、
増
築
な
ど
で
面
積
の

　
異
動
が
あ
っ
た
場
合
な
ら
び
に
、
取

　
り
壊
し
が
あ
っ
た
場
合 

 

※
固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１
日（「
賦

　
課
期
日
」
と
い
い
ま
す
）
に
土
地
、
家

　
屋
、償
却
資
産（
こ
れ
ら
を
総
称
し
て

　
「
固
定
資
産
」
と
い
い
ま
す
）
を
所
有

　
し
て
い
る
人
が
そ
の
固
定
資
産
の
価

　
格
を
も
と
に
算
定
さ
れ
ま
す
。 

土
地
、

土
地
、家
屋
の
異
動
は

家
屋
の
異
動
は 

　
　
　
　

　
　
　
　 

あ
り
ま
せ
ん
か

あ
り
ま
せ
ん
か 

土
地
、

土
地
、家
屋
の
異
動
は

家
屋
の
異
動
は 

　
　
　
　

　
　
　
　 

あ
り
ま
せ
ん
か

あ
り
ま
せ
ん
か 

土
地
、家
屋
の
異
動
は 

　
　
　
　 

あ
り
ま
せ
ん
か 

―
―
―
― 

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ 

―
―
―
― 

―
―
―
― 

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ 

―
―
―
― 

―
― 

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ 

―
― 

市
　
政

市
　
政 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 
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● 

問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先 

● 

　
詳
し
く
は
四
万
十
市
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
事
務
局
ま
で

お
電
話
く
だ
さ
い
。 

　（
本
　
　
庁
）農
林
課
　
　 

�
（
３
４
） 

１
１
１
７ 

　（
総
合
支
所
）産
業
建
設
課 

�
（
５
２
） 

１
１
１
１ 

● 

問
い
合
わ
せ
先 

● 

　
　
（
本
庁
）
農
林
課 

農
業
振
興
係
　
�
（
３
４
）
１
１
１
７ 

● 

問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先 

● 

　
財
団
法
人 

高
知
県
農
業
公
社 

　
　
�
０
８
８（
８
２
３
）８
６
１
８ 

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　
　
　http

:/
/
w
w
w
.k
o
c
hi-a
p
c
.o
r.jp
 

　
　
携
帯
サ
イ
ト 

　
　
　http://w

w
w
.kochi-apc.or.jp/m

obile

○
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
か
か
る
経
費
の
一
部（
経
費
の
約
75
％
、認

　
定
農
業
者
の
場
合
は
１
０
０
％
）を
支
援
し
ま
す
！ 

　
経
費
に
は
自
分
の
労
務
費
も
計
上
で
き
ま
す
の
で
、費
用
の
持
ち

　
出
し
を
軽
減
で
き
ま
す
！ 

○
ま
た
、
解
消
後
の
土
壌
改
良
（
肥
料
散
布
等
）
に
つ
い
て
も
10
ａ
あ

　
た
り
2.5
万
円
を
補
助
し
ま
す
！ 

○
さ
ら
に
、
22
年
度
中
の
営
農
定
着（
作
物
の
作
付
）に
対
し
、
10
ａ
あ

　
た
り
2.5
万
円
を
補
助
し
ま
す
！ 

　（
主
食
用
米
・
新
規
需
要
米
の
作
付
は
営
農
定
着
補
助
の
対
象
と
な

　
り
ま
せ
ん
） 

・
農
振
農
用
地
区
域
内
の
耕
作
放
棄
地
の
解
消
で
あ
る
こ
と 

・
自
分
の
所
有
地
以
外
の
耕
作
放
棄
地
の
解
消
で
あ
る
こ
と 

・
解
消
地
で
５
年
間
以
上
は
営
農
す
る
こ
と 

・
解
消
経
費
が
10
ａ
あ
た
り
６
万
円
を
超
え
る
こ
と 

〈
主
な
要
件
〉 

耕
作
放
棄
地
の
 

　
解
消
を
支
援
し
ま
す
 

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
緊
急
対
策（
国
） 

耕
作
放
棄
地
解
消
推
進
事
業（
県
） 

募
集
期
間:

11
月
30
日
ま
で
 

農
地
を
探
し
て
い
る
方
は

農
地
を
探
し
て
い
る
方
は 

　
高
知
県
農
業
公
社
に

　
高
知
県
農
業
公
社
に 

　
　
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
　
ご
連
絡
く
だ
さ
い 

農
地
を
探
し
て
い
る
方
は

農
地
を
探
し
て
い
る
方
は 

　
高
知
県
農
業
公
社
に

　
高
知
県
農
業
公
社
に 

　
　
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
　
ご
連
絡
く
だ
さ
い 

農
地
を
探
し
て
い
る
方
は 

　
高
知
県
農
業
公
社
に 

　
　
ご
連
絡
く
だ
さ
い 

水
田
に
ゆ
ず
を
植
え
て
み
ま
せ
ん
か

水
田
に
ゆ
ず
を
植
え
て
み
ま
せ
ん
か 

水
田
に
ゆ
ず
を
植
え
て
み
ま
せ
ん
か

水
田
に
ゆ
ず
を
植
え
て
み
ま
せ
ん
か 

水
田
に
ゆ
ず
を
植
え
て
み
ま
せ
ん
か 

　
高
知
県
農
業
公
社
で
は
、所
有
し
て
い

る
農
地
や
園
芸
ハ
ウ
ス
を
売
り
た
い
、貸

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
か
ら
集
め
た

情
報
を
、パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
を
使
っ

て
、経
営
規
模
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
意

欲
あ
る
農
業
者
や
、農
業
を
は
じ
め
よ
う

と
す
る
人
へ
提
供
し
て
い
ま
す
。 

　 情
報
収
集 

 

高
知
県
農
業
公
社
で
は
、
農
地
や
ハ
ウ

ス
な
ど
の
情
報
収
集
を
行
っ
て
お
り
、県

下
で
約
18 
ha
の
農
地
の
情
報
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。 

　 情
報
提
供 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
農
地
や
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
の
情
報
提
供
や
、新
規

就
農
窓
口
相
談
、耕
作
放
棄
地
再
生
支
援

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

ゆ
ず
産
地
化
推
進
事
業
　
希
望
者
募
集 

　
近
年
、
水
稲
栽
培
で
の
農
業
経
営
が
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
ゆ
ず
は
搾
汁
（
酢
）
の
場
合
価
格
が
不
安
定
な
面

が
あ
り
ま
す
が
、
玉
（
青
果
）
の
状
態
で
出
荷
で
き
れ
ば
あ
る

程
度
の
収
益
が
見
込
め
る
有
望
な
品
目
で
す
。 

　
さ
ら
に
ゆ
ず
栽
培
に
つ
い
て
は
水
田
の
よ
う
な
平
場
で
育

て
れ
ば
作
業
効
率
も
よ
く
管
理
が
し
や
す
い
た
め
高
齢
者
で

も
栽
培
が
可
能
で
す
。 

　
そ
こ
で
市
で
は
水
田
へ
の
ゆ
ず
の
転
換
を
推
進
し
、
転
換

に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。 

 

補
助
内
容 

・
苗
木
の
購
入
費（
全
額
補
助
） 

・
鳥
獣
害
対
策
の
た
め
の
柵
代（
２  

３
以
内
） 

・
周
り
の
田
畑
へ
農
薬
な
ど
の
飛
散
を
防
ぐ
ネ
ッ
ト
代
な
ど 

　（
２  

３
以
内
） 

 
補
助
対
象
者
の
要
件 

１
、市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
ま
た
は
法
人
で
、ほ
場
も
市

　 

内
に
あ
る
こ
と 

２
、平
場
で
あ
り
、冠
水
し
な
い（
し
に
く
い
）こ
と 

３
、お
お
む
ね
、10
ａ
以
上
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
農
地（
飛
び
地

　 

で
な
い
）で
あ
る
こ
と 

※
現
在
耕
作
し
て
い
な
い
水
田
で
も
構
い
ま
せ
ん
。 

 

募
集
面
積
　
50
ａ
程
度 
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岡村牧場 
（牛ふんたい肥） 

�（37）0386

安田牧場 
（牛ふんたい肥） 

�（35）2584

吉本鶏卵 
（鶏ふんたい肥） 

�（35）4010

四万十市有機物供給施設 
（もみがらたい肥【鶏ふんたい肥】） 

�（54）1545

竹村綜合建設 
（土壌おたすけくん 

【鶏ふんたい肥】） 

�（52）1521

ＪＡ高知はた西土佐支所 
（山西有機肥料【牛ふんたい肥】） 

�（52）1007

　
た
い
肥
を
使
う
と
土
が
や
わ
ら
か
く
な
り
、か
つ
肥
よ
く
に
な
り
ま
す
。ま
た
化
学
肥
料
を
減
ら
し

た
栽
培
が
で
き
、有
害
微
生
物
の
発
生
も
防
ぎ
ま
す
。 

　
市
で
は
市
内
で
生
産
し
販
売
さ
れ
て
い
る
畜
産
堆
肥
や
有
機
物
の
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。 

 

●
対
　
象
　
市
内
の
農
業
者
個
人
又
は
団
体 

●
助
成
額（
千
円
未
満
切
捨
て
） 

　
①
た
い
肥
等
の
購
入
費
の
一
部
助
成 

　
　
↓ 

畜
産
堆
肥
・
も
み
が
ら
堆
肥
な
ど
の
購
入
費
の
１  

３
以
内 

　
②
た
い
肥
等
散
布
委
託
費
の
一
部
助
成 

　
　
↓ 

農
作
業
受
託
組
織
等
へ
機
械
散
布
委
託
に
要
し
た
経
費
の
１  

２
以
内 

●
助
成
対
象
期
間
　
平
成
22
年
４
月
１
日
〜
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
の
購
入
分 

※
購
入
日
が
平
成
22
年
４
月
以
降
の
も
の
が
対
象
に
な
り
ま
す
。 

● 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

● 

　（
本
庁
）農
林
課
　 

�
（
３
４
）１
１
１
７
　 

（
総
合
支
所
）産
業
建
設
課
　 

�
（
５
２
） 

１
１
１
１ 

※
た
い
肥
の
運
搬
方
法
・
価
格
に
つ
い
て
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

た
い
肥
を
使
っ
て
土
作
り 
た
い
肥
を
使
っ
て
土
作
り

た
い
肥
を
使
っ
て
土
作
り 
た
い
肥
を
使
っ
て
土
作
り 

〜
私
た
ち
が
た
い
肥
を
作
っ
て
い
ま
す
〜 

有
機
農
業
等
総
合
支
援
事
業
〜
た
い
肥
等
有
機
物
利
用
促
進
事
業
〜 

よ
う
こ
そ
四
万
十
市
へ 

　
　
　
　
―
枚
方
市
民
バ
ス
ツ
ア
ー
を
歓
迎
― 

　
10
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
の
３
日
間
、
友
好

都
市
提
携
を
し
て
い
る
枚
方
市
が
企
画
し
た
市

民
ツ
ア
ー
の
一
行
36
名
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
単
な
る
観
光
だ
け
で
は

な
く
、友
好
都
市
の
歴
史
・
文
化
な
ど
を
理
解
し
、

あ
わ
せ
て
市
民
交
流
も
行
い
、
友
好
関
係
を
深

め
る
目
的
で
企
画
さ
れ
ま
し
た
。 

　
３
日
間
の
日
程
の
な
か
で
、
”
川
な
べ
“
に
参

加
し
た
り
、四
万
十
川
学
遊
館
・
ト
ン
ボ
自
然
公

園
、
郷
土
資
料
館
の
見
学
や
屋
形
船
で
の
四
万

十
川
遊
覧
、
地
元
住
民
と
の
交
流
を
兼
ね
た
皿

鉢
づ
く
り
体
験
な
ど
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。 

　
最
後
に
訪
れ
た
田
野
川
の
”
友
好
の
森
“
は
、
昭
和
56
年
度
に
枚
方
市
の

中
学
生
が
ヒ
ノ
キ
の
植
林
を
行
い
、以
後
、友
好
交
流
の
象
徴
と
し
て
本
市

が
管
理
を
受
託
し
て
お
り
、
枚
方
市
の
中
学
生
の
修
学
旅
行
の
一
環
で
間

伐
体
験
も
実
施
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
市
役
所
へ
の
表
敬
訪
問
で
は
、市
長
、観
光
協

会
会
長
ら
と
懇
談
し
、
今
後
の
さ
ら
な
る
友
好

交
流
を
誓
い
あ
い
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
今
回
の
ツ
ア
ー
の
内
容
に
満
足
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
、友
好
都
市
間
の
交
流
を
深
め

る
た
め
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
企
画
の
必
要
性

を
実
感
し
ま
し
た
。 

　
最
後
に
受
け
入
れ
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ

い
た
み
な
さ
ん
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

市
　
政

市
　
政 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 

7

平
成
22
年
11
月
号 



第16回  特集 　
10
月
17
日
（
日
）
、
全
国

か
ら
参
加
し
た
ラ
ン
ナ

ー
が
、
四
万
十
川
沿
い
の

雄
大
な
自
然
を
バ
ッ
ク

に
駆
け
抜
け
ま
し
た
。 

　
10
月
16
日
（
土
）
、
１
０
０
㎞
の

部
の
前
夜
祭
が
、
新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
四
万
十
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
今
年
の
第

57
回
よ
さ
こ
い
祭
り
で
銀
賞
に
輝

い
た「
帯
屋
町
筋
」チ
ー
ム
が
踊
り

を
披
露
し
ま
し
た
。ま
た
、参
加
者

も
鳴
子
を
手
に
し
て
一
緒
に
踊
る

と
い
う
一
幕
も
あ
り
、
楽
し
み
な

が
ら
も
明
日
へ
の
士
気
を
高
め
ま

し
た
。 

　
午
前
５
時
30
分
、
市
立
蕨
岡
中

学
校
前
を
ス
タ
ー
ト
。 

■100kmの部　入賞者 
・男子100km総合 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8

阿部新太郎 

岡田　夏来 

京野　能明 

吉田　隆太 

蔵本　康孝 

宮城　　要 

伊藤　健一 

鍵　　修一 

19 

1793 

34 

21 

1593 

1470 

52 

1901

兵庫県 

大阪府 

大阪府 

岡山県 

大阪府 

兵庫県 

大阪府 

大阪府 

ゼッケン 
No.氏　　名 出身地 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8

永井希世美 

上川　裕子 

松村　みほ 

桑原　章恵 

池谷　茂子 

住田奈奈江 

川原　実佳 

鬼頭　美木 

207 

2729 

2845 

2824 

2701 

2752 

2746 

2854

大阪府 

大阪府 

大阪府 

愛知県 

静岡県 

大阪府 

徳島県 

愛知県 

ゼッケン 
No.氏　　名 出身地 

・女子100km総合 

１
０
０
㎞
の
部 

前
夜
祭 

１
０
０
㎞
の
部 

ス
タ
ー
ト 

半
家
沈
下
橋
（
折
り
返
し
） 

ゴ
ー
ル 

　
午
前
10
時
、
四
万
十
町
こ
い
の

ぼ
り
公
園
前
を
ス
タ
ー
ト
。 

60
㎞
の
部 

ス
タ
ー
ト 

　
男
子
１
０
０
㎞
総
合
は
、
阿
部

新
太
郎
選
手
（
兵
庫
県
）
が
７
時

間
10
分
26
秒
で
、
女
子
１
０
０
㎞

総
合
は
初
出
場
の
永
井
希
世
美

選
手
（
大
阪
府
）

が
８
時
間
55
分

05
秒
で
見
事
優

勝
し
ま
し
た
。 

　前夜祭、本大会ともに
選手へのインタビュー
がインターネットで配
信されました。 

申 込 数 

出 走 数 

完走者数 

完 走 率 

4,094人 

1,988人 

1,516人 

76.30%
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四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ

ン
の
名
物
と
も
な
っ
て
い
る
の

が
、
地
域
の
人
々
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
。
今
年
も
１
８
０
０

人
近
い
方
々
に
、
朝
早
く
か
ら

夜
遅
く
ま
で
大
会
運
営
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
大

会
を
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
設
置
さ
れ
た
38
ケ
所
の
給
水

所
や
レ
ス
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
カ

ヌ
ー
館
）の
ほ
か
に
、地
域
の
人

た
ち
に
よ
っ
て
自
主
的
に
設
営

さ
れ
た
休
憩
所
も
あ
り
、
地
元

の
手
作
り
の
料
理
な
ど
が
ふ
る

ま
わ
れ
、
立
ち
寄
っ
た
選
手
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

（
写
真
は
久
保
川
） 

　沿道の人々の声援も選手
にとっては大きな励みとな
りました。 

田舎寿司や、エビ・カニ料理や、「酸素」のコーナまで。 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8

小倉　通子 

山本喜代子 

近藤　和子 

黒田真知子 

菊井　祐子 

嶋渡　和子 

山本美代子 

折田　真弓 

4813 

4915 

4912 

4920 

4824 

5012 

4809 

4702

兵庫県 

大阪府 

福岡県 

高知県 

奈良県 

大阪府 

兵庫県 

大阪府 

ゼッケン 
No.氏　　名 出身地 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8

山根　文雄 

今長　浩一 

岩下　朋亨 

中越　洋幸 

塩田　充幸 

伊勢脇清男 

近藤　公成 

今城　紀夫 

4226 

4249 

4210 

4241 

4402 

4259 

4271 

4247

大阪府 

大阪府 

福岡県 

高知県 

高知県 

高知県 

福岡県 

高知県 

ゼッケン 
No.氏　　名 出身地 

■60kmの部　入賞者 

・女子60km総合 ・男子60km総合 

■
地
元
の
人
た
ち
と
の
交
流 

■
枚
方
市
か
ら
の
参
加
選
手 

■
寄
付
の
お
礼 

　
友
好
都
市
で
あ
る
大
阪
府
枚
方
市
か

ら
も
枚
方
マ
ス
タ
ー
ズ
所
属
の
選
手
５

名
が
出
場
し
ま
し
た
。男
子
60
㎞
の
部
優

勝（
３
回
連
続
）の
山
根
文
雄
さ
ん
、女
子

60
㎞
の
部
２
位
の
山
本
喜
代
子
さ
ん
、同

６
位
の
嶋
渡
和
子
さ
ん
、皆
さ
ん
素
晴
ら

し
い
成
績
を
お
さ
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
山
本
さ
ん
は

昨
年
、
島
渡
さ
ん

は
一
昨
年
、
そ
れ

ぞ
れ
60
㎞
の
部

で
優
勝
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
実
力

に
田
中
市
長
も

驚
き
を
隠
せ
ま

せ
ん
で
し
た
。 

　
９
月
27
日
、
中
村

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

さ
ま
よ
り
、
途
中
棄

権
者
に
贈
ら
れ
る
記

念
タ
オ
ル
５
０
０
枚

を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

市
　
政

市
　
政 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し 

情
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示
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10
11月 

10
9土 

10
10日 

四
万
十 

　
　
川
な
べ 
千
葉
国
体
２
０
１
０ 

　
池
本
愛
さ
ん（
中
村
高
） 

　
　
１
５
０
０
ｍ
で
７
位
入
賞 

な
か
む
ら
名
物 

　
Ｂ
級
グ
ル
メ
大
会 

〜
 

　
こ
の
秋
開
催
さ
れ
た
千
葉
国
体 

陸
上
少
年
女

子
Ｂ 

１
５
０
０
ｍ
で
池
本
愛
さ
ん（
右
山
五
月
町
）

が
７
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。 

　
池
本
さ
ん
は
、県
立
中
村
中
学
時
代
、中
長
距
離

の
県
内
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
活
躍
し
、県
中

学
女
子
８
０
０
ｍ
、１
５
０
０
ｍ
、３
０
０
０
ｍ
の

記
録
保
持
者
で
す
。 

　
中
学
３
年
生
で
初
め
て
挑
ん
だ
去
年
の
国
体
で

は
、残
念
な
が
ら
決
勝
に
進
む
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、今
年
は
見
事
決
勝
進
出
を
果
た
し
、

４
分
26
秒
71
で
７
位
入
賞
。こ
れ
ま
で
切
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
４
分
30
秒
の
壁
を
一
気
に
飛
び

越
え
、自
己
ベ
ス
ト
は
も
ち
ろ
ん
、県
高
校
女
子
歴

代
２
位
の
素
晴
ら
し
い
記
録
を
お
さ
め
ま
し
た
。 

　
池
本
さ
ん
は
、入
賞
で
き
た
理
由
を「
高
知
県
チ

ー
ム
の
皆
さ
ん
が
、い
つ
も
声
を
か
け
て
く
れ
た

り
、励
ま
し
て
く
れ
た
り
。そ
ん
な
心
強
い
後
押
し

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
」と
し
、「
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
全
国
レ
ベ
ル
で
、も
っ
と
も
っ
と
上
を
目
指
し

て
い
き
た
い
で

す
」
と
抱
負
を

語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。 

　
高
校
１
年
生

の
彼
女
の
可
能

性
は
無
限
大
。

四
万
十
市
が
誇

る
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
の
こ
れ

か
ら
の
活
躍
に

目
が
離
せ
ま
せ

ん
。 

”知
っ
ち
ょ
っ
た
？ 

「
小
京
都
中
村
」“作
成 

　「
四
万
十
玉
姫
の
会
」は
、商
店
街
活

性
化
を
目
指
し
て
中
心
市
街
地
の
５
つ

の
商
店
街
の
お
か
み
さ
ん
た
ち
で
結
成

し
て
い
る
有
志
の
会
で
す
。会
の
名
前

に
用
い
ら
れ
て
い
る「
玉
姫
」と
は
、土

佐
中
村
一
條
家
二
代
当
主
房
冬
公
に
京

都
か
ら
嫁
い
だ
お
姫
様
の
名
前
で
す
。 

　
こ
の
た
び
四
万
十
玉
姫
の
会
で
は
、 

”知
っ
ち
ょ
っ
た
？「
小
京
都
中
村
」“と

い
う
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
作
成
し
ま
し
た
。

チ
ラ
シ
は
中
村
が
小
京
都
と
呼
ば
れ
る

所
以
や
会
の
活
動
内
容
、各
店
紹
介
な

ど
が
掲
載
さ
れ
、当
会
に
参
画
す
る
各

店
で
配
布
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
い
合
わ
せ
先 

● 

　
四
万
十
玉
姫
の
会  

　
　
部
会
長:

友
永（
美
粧
堂
） 

　
　
　
�
（
３
５
）３
４
４
６ 

　
四
万
十
市
の
新
名
物
を
生
み
出
し
、

地
域
活
性
化
と
観
光
客
の
増
加
を
目
指

し
て
、中
村
料
理
飲
食
店
組
合
に
よ
る

「
第
１
回
な
か
む
ら
名
物
Ｂ
級
グ
ル
メ

大
会
」が
ア
ピ
ア
さ
つ
き
で
開
催
さ
れ
、

市
内
飲
食
業
者
９
店
が
自
慢
の
味
を
披

露
し
ま
し
た
。 

　
大
会
は
開
会
40
分
前
に
定
員
が
い
っ

ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
、家

族
連
れ
ら
１
０
０
人
が
地
元
の
食
材
を

使
っ
た
新
鮮
な
料
理
を
堪
能
し
、参
加

者
か
ら
は「
来
年
も
開
催
し
て
ほ
し
い
」

「
い
ろ
い
ろ
な
味
が
楽
し
め
た
」な
ど
の

声
が
あ
が
り
、大
変
好
評
で
し
た
。 

　
審
査
の
結
果
、「
鮎
雑
炊
と
う
な
ぎ
の

ご
ぼ
う
巻
き
」、「
カ
ツ
オ
の
ス
モ
ー
ク
」、

「
生
節
ぶ
し
ゅ
か
ん
丼
」を
出
品
し
た
３

店
が
、
18
票
の
同
数
で
グ
ラ
ン
プ
リ
に

決
定
し
初
代
王
者
と
な
り
ま
し
た
。 

ゆ 

え 

ん 

　
秋
の
宿
泊
者
数

増
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
き
た
四
万

十
の
秋
の
風
物
詩「
川

な
べ
」も
今
年
で
３

回
目
を
迎
え
、東
京
、

鳥
取
、
大
阪
な
ど
全

国
各
地
か
ら
、
約

１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
今
年
は
、
川
原
に
川
床
を
し
つ
え
て

お
迎
え
を
す
る
準
備
を
整
え
て
い
ま
し

た
が
、
増
水
の
た
め
１
日
目
は
や
む
を

得
ず
近
く
の
桜
づ
つ
み
公
園
で
開
催
し
、

２
日
目
の
み
川
床
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。 

　
両
日
と
も
手
作
り
の
竹
の
器
に
盛
ら

れ
た
、鮎
・
う
な
ぎ
・
川
エ
ビ
・
ツ
ガ
ニ
な

ど
四
万
十
川
の
天
然
素
材
や
、
入
田
地

区
の
地
元
食
材
を
使
っ
た「
芋
な
べ
」が

用
意
さ
れ
、参
加
者
に
大
好
評
で
し
た
。 

　
２
日
目
に
は
火
振
り
漁
も
行
わ
れ
、

30
㎝
は
あ
ろ

う
か
と
思
わ

れ
る
鮎
が
網

に
か
か
っ
て

い
る
の
を
見
て
、

皆
さ
ん
大
興

奮
で
し
た
。 
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９
月
16
日
〜
10
月
15
日 

９
月
16
日
　
９
月
議
会
定
例
会（
６
日
〜
24
日
） 

　
　
19
日
　
敬
老
会 

　
　
　
　
　
四
万
十
ま
た
旅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

　
　
20
日
　
敬
老
会 

　
　
21
日
　
秋
の
交
通
安
全
運
動
パ
レ
ー
ド
隊
出
発
式 

　
　
　
　
　
市
内
最
高
齢
者
お
祝
い
訪
問 

　
　
22
日
　
全
国
京
都
会
議（
京
都
市
）（
〜
23
日
） 

　
　
25
日
　
中
村
駅
ま
つ
り 

　
　
27
日
　
玉
姫
さ
く
ら
会
館
運
営
委
員
会
要
望
受 

　
　
　
　
　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
記
念
タ
オ
ル
受
領
式 

　
　
28
日
　
な
く
せ
全
国
じ
ん
肺
キ
ャ
ラ
バ
ン
要
請
受 

　
　
　
　
　
大
宮
老
人
ク
ラ
ブ
懇
談
会 

　
　
　
　
　
市
消
防
団
退
職
団
員
市
長
表
彰
式 

　
　
　
　
　
本
村
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
懇
談
会 

　
　
29
日
　
モ
ン
ゴ
ル
国
立
民
族
歌
舞
団
表
敬
訪
問
受 

　
　
　
　
　
新
嘗
祭
献
穀
田
抜
穂
式 

　
　
30
日
　
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
研
修
会 

10
月
１
日
　
市
文
化
祭
開
幕
式 

　
　
　
　
　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
街
頭
活
動 

　
　
　
　
　
四
万
十
川
国
際
音
楽
祭 

　
　
３
日
　
敬
老
会 

　
　
４
日
　
幡
多
広
域
事
務
組
合
構
成
市
町
村
長
会 

　
　
　
　
　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
芸
能
大
会 

　
　
５
日
　
国
道
四
三
九
号
杓
子
バ
イ
パ
ス
整
備
促
進

　
　
　
　
　
期
成
同
盟
会 

　
　
６
日
　
幸
徳
秋
水
刑
死
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会 

　
　
７
日
　
敷
地
老
人
ク
ラ
ブ
懇
談
会 

　
　
９
日
　
不
破
八
幡
宮
大
祭（
〜
10
日
） 

　
　
10
日
　
川
柳
中
村
大
会 

　
　
　
　
　
枚
方
市
友
好
ツ
ア
ー
と
の
交
流
・
川
な
べ 

　
　
12
日
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
開
所
式 

　
　
　
　
　
全
国
地
域
安
全
運
動
街
頭
パ
レ
ー
ド 

　
　
15
日
　
雅
ケ
丘
団
地
要
望
受 

　
　
　
　
　
幡
多
中
央
地
区
消
防
連
合
会
秋
季
定
例
役
員
会 

        

　
沈
下
橋
の
絵
が
橋
渡
し
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
第
十
六
回
四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン

が
十
月
十
七
日
、
開
か
れ
ま
し
た
。
応
募
者
は

四
千
人
を
突
破
し
四
、
〇
九
四
人
。
今
年
か
ら

定
員
を
二
百
人
ふ
や
し
、
抽
選
を
通
っ
た
一
、

九
八
八
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
走
り
ま
し
た
。 

　
今
大
会
か
ら
日
清
食
品
が
は
じ
め
て
協
賛
。

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
と
焼
そ
ば
を
四
千

八
百
個
提
供
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
か
ら
、選
手

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
配
り
ま
し
た
。 

　
日
清
食
品
の
創
業
者
は
安
藤
百
福
さ
ん
。即

席
ラ
ー
メ
ン
を「
発
明
」し
、ラ
ー
メ
ン
王
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。最
初
の
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
が

登
場
し
た
の
が
昭
和
三
十
三
年（
一
九
五
八
年
）。

い
ま
や
世
界
の
即
席
め
ん
市
場
は
一
、〇
〇
〇

億
食
。
宇
宙
食
に
も
な
り
ま
し
た
。
日
清
食
品

は
業
界
ダ
ン
ト
ツ
の
ト
ッ
プ
企
業
と
し
て
世

界
を
制
覇
し
て
い
ま
す
。 

　
百
福
さ
ん
は
三
年
前
、九
十
六
歳
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。生
誕
百
年
に
あ
た
る
今
年
は
記
念

イ
ベ
ン
ト「
百
福
百
年
」が
行
わ
れ
、新
製
品
も

発
売
さ
れ
ま
し
た
。 

　
日
清
食
品
の
創
業
の
地
は
大
阪
府
池
田
市
。

ラ
ー
メ
ン
記
念
館
に
隣
接
す
る
百
福
さ
ん
の

自
宅
応
接
間
に
は
一
枚
の
絵
が
飾
ら
れ
て
い

ま
し
た
。四
万
十
川
の
高
瀬
沈
下
橋
を
描
い
た

水
彩
画
で
す
。百
福
さ
ん
は
ま
る
で
写
真
の
よ

う
な
絵
と
一
緒
に
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。 

　
絵
を
描
い
た
の
は
仁
子
夫
人
の
甥
に
あ
た

る
東
博
紀
さ
ん
。東
さ
ん
は
、昭
和
四
十
年
代
、

中
村
に
来
て
、一
條
神
社
の
前
に
あ
っ
た
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
て
ん
」
の
支
配
人
を
し

て
い
ま
し
た
。
多
趣
味
な
東
さ
ん
は
、
中
村
を

離
れ
て
か
ら
も
た
び
た
び
ア
ユ
釣
り
に
来
て

い
ま
す
。
そ
の
間
に
、
四
万
十
川
の
風
景
も
描

い
た
の
で
す
。 

　
仁
子
夫
人
も
今
年
三
月
に
亡
く
な
り
、自
宅

を
整
理
す
る
な
か
で
、東
さ
ん
の
紹
介
で
こ
の

絵
が
友
人
の
釣
り
仲
間
、
三
里
の
弘
田
和
行
・

美
和
さ
ん
ご
夫
妻
を
経
由
し
て
、こ
の
ほ
ど
四

万
十
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

　
絵
は
も
う
ひ
と
つ
の
佐
田
沈
下
橋
を
描
い

た
も
の
と
二
枚
、市
立
図
書
館（
市
役
所
二
階
）

入
口
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
を
し

て
い
ま
す
。　 

　
こ
の
絵
が
橋
渡
し
と
な
っ
て
、ウ
ル
ト
ラ
マ

ラ
ソ
ン
に
ラ
ー
メ
ン
が
贈
ら
れ
た
の
で
す
。 

　
「
食
を
通
し
て
世
界
に
貢
献
し
た
い
」
、「
食

と
ス
ポ
ー
ツ
は
健
康
を
支
え
る
両
輪
で
あ
る
」、

「
走
る
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
原
点
で

あ
る
」 

　
百
福
さ
ん
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
特
に
陸
上

競
技
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。 

　
日
清
食
品
陸
上
部
は
実
業
団
マ
ラ
ソ
ン
の

強
豪
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
も
い
ま
す
。
今
年

正
月
の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
で
は
優
勝
。高
知

出
身
の
大
島
健
太
選
手
も
い
ま
す
。　 

　
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
、
安
藤
ス
ポ
ー
ツ
・

食
文
化
振
興
財
団
も
設
立
。青
少
年
へ
の
陸
上

競
技
の
普
及
に
強
い
支
援
を
し
て
お
り
、小
学

生
の
全
国
大
会
「
日
清
食
品
カ
ッ
プ
」
を
東
京

国
立
競
技
場
で
開
い
て
い
ま
す
。 

　
百
福
さ
ん
の
功
労
を
象
徴
す
る
も
の
と
し

て
日
本
陸
上
競
技
連
盟
は「
安
藤
百
福
記
念
章
」

を
制
定
し
、お
も
に
小
学
生
の
す
ぐ
れ
た
指
導

者
を
対
象
に
毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。今
年
は

中
村
Ｊ
Ａ
Ｃ（
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ス
リ
ー
ト
・
ク
ラ

ブ
）の
指
導
者
川
西
進
さ
ん（
古
津
賀
）が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
う
し
た
ご
縁
を
大
切
に
し
て
、四
万
十
市

は
今
後
も
体
育
協
会
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
連

携
し
て
、健
康
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

橋
　
渡
　
し 

日 

誌 
市
長
談
話
室

市
長
談
話
室 
市
長
談
話
室 

東 博紀作「高瀬沈下橋」 



僕もマジシャンだ！ 

　
私
た
ち
の
運
動

会
は
毎
年
、保
育
所
・

小
学
校
・
中
学
校
・

地
域
が
合
同
で
行

い
ま
す
。 

　
今
年
は
、「
感
謝
・

感
動
」
と
い
う
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
、
み

ん
な
に
感
謝
し
、
感

動
で
き
る
運
動
会
に

す
る
と
い
う
こ
と
を
目
標
に
行
い
ま
し
た
。 

　
み
ん
な
の
思
い
出
に
残
る
楽
し
い
運
動

会
に
し
た
い
と
い
う
一
心
で
み
ん
な
が
協

力
し
て
、
準
備
か
ら
本
番
ま
で
頑
張
り
ま

し
た
。 

　
地
域
の
人
々
の
種
目
も
た
く
さ
ん
あ
り
、

綱
引
き
は
女
性
対
男
性
で
行
い
ま
す
。
今

年
は
女
性
が
勝
ち
ま
し
た
。
応
援
す
る
児

童
や
生
徒
も
一
生
懸
命
で
し
た
。 

　
ど
の
種
目
も
み
ん
な
で
盛
り
上
が
り
会

場
が
一
つ
に
な
る
も
の
ば
か
り
で
、み
ん
な

楽
し
そ
う
で
し
た
。 

　
み
ん
な
に
感
謝
で
き
、み
ん
な
と
一
緒
に

感
動
で
き
た
運
動
会
で
し
た
。 

　
「
感
謝
・
感
動
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

い
つ
ま
で
も
忘
れ

ず
に
心
に
刻
ん
で
、

み
ん
な
で
、
ま
た

い
ろ
ん
な
行
事
に

取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

「
大
用
中
学
校  

生
徒
会
」 

　
　
　
　
子
育
て
支
援
事
業
の
一
つ「
親

子
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
」と
し
て
、

中
四
国
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
プ
ロ

マ
ジ
シ
ャ
ン
の『
手
品
堂
ジ
ュ
ン
＆
ア
ケ

ミ
』
の
お
二
人
を
講
師
に
招
い
て
、
親
子

で
楽
し
む
手
品
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
手
品
教
室
に
は
、
子
ど
も
62
人
・
大
人

29
人
の
計
91
人
が
参
加
し
て
、会
場
は
開

始
前
か
ら
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。そ
し
て
、ジ
ュ
ン
さ
ん
と
ア
ケ

ミ
さ
ん
が
登
場
し
て
い
く
つ
か
の
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
す
る
と
、子

ど
も
も
大
人
も
二
人
に
目
が
く
ぎ
付
け
に
な
り
ま
し
た
。 

　
教
室
で
は
、
誰
に
も
で
き
る
簡
単
な
手
品
を
い
く
つ
か
教
え

て
い
た
だ
き
、
実
際
に
み
ん
な
の
前
で
何
人
か
が
披
露
し
ま
し

た
。
講
師
二
人
の
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
優
し
い
語
り
か
け
の
お
か

げ
で
、
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
み
な
が
ら
手
品
を
覚
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

　
教
室
が
終
わ
る
と
、ジ
ュ
ン
さ
ん
の
前
に
は
サ
イ
ン
を
求
め
る

子
ど
も
た
ち
の
長
蛇
の
列
が
！
ど
う
や
ら
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
、目
の
前
で
と
っ
て
も
不
思
議
な
マ
ジ
ッ
ク
を
見
せ
て
く
れ

た
ジ
ュ
ン
さ
ん
と
ア
ケ
ミ
さ
ん
は
、テ
レ
ビ
で
見
る
マ
ジ
シ
ャ
ン

に
も
勝
る
ス
ー
パ
ー
マ
ジ
シ
ャ
ン
だ
っ
た
よ
う
で
す
。（
サ
イ
ン

を
書
い
て
も
ら
っ
て
い
た
紙
が
、手
品
に
使
う
た
め
に
配
っ
た
紙

皿
だ
っ
た
の
は
、ご
愛
嬌
で
す
ね
） 

　
数
日
後
、参
加
し
て
く
れ
た
子
ど
も
の

お
母
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
ら
、「
す
ご
く
楽

し
か
っ
た
と
言
っ
て
、覚
え
た
て
の
マ
ジ

ッ
ク
を
何
度
も
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
よ
！
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て（
大
人
に
と
っ
て
も
？
）と
て
も
す
て

き
な
体
験
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。 
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市教委だより 

利岡小学校 

720
（火） 

915
（水） 

カ
ヌ
ー
体
験 

親
子
で
楽
し
む
手
品
教
室 

み
ん
な
の 

　
　
大
運
動
会 

　
１
学
期
の
終
業

式
を
終
え
る
と
、

５
〜
６
年
生（
22
人
）

は
待
ち
に
待
っ
た

キ
ャ
ン
プ
に
出
発

し
ま
す
。場
所
は
、

近
く
の
キ
ャ
ン
プ

場「
か
わ
ら
っ
こ
」。

子
ど
も
達
の
楽
し

み
は
、何
と
い
っ
て
も
カ
ヌ
ー
体
験
で
す
。 

 （
児
童
の
作
文
よ
り
） 

　
い
よ
い
よ
、
か
わ
ら
っ
こ
ま
で
カ
ヌ

ー
で
下
り
ま
す
。
と
中
に
、
波
が
で
き
て

い
る
せ
の
所
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

友
達
が
て
ん
ぷ
く
し
た
の
を
見
て
す
ご

く
わ
ら
っ
た
け
ど
、
そ
の
後
自
分
も
ひ

っ
く
り
返
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。す
ぐ
に
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方
が
来
て
助
け

て
く
れ
ま
し
た
。
カ
ヌ
ー
を
ひ
っ
く
り

返
し
て
く
れ
て
、
自
分
で
乗
り
ま
し
た
。

せ
を
通
る
と
き
が
一
番
お
も
し
ろ
か
っ

た
で
す
。 

　 　「
か
わ
ら
っ
こ
」

の
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ま
、
今
年
も
楽

し
い
ひ
と
と
き
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

西土佐ふれあい 
ホール 

大用中学校 

いよいよ出発だ！ 

楽しみやね 

さあ、始めるぞ！ 

みんなでフォークダンス 

できたよ！皿回し 

919
（日） 



２
０
１
０
年
度 

四
万
十
市
中
村
地
域
教
育
文
化
展
・
児
童
詩
展 

税
に
関
す
る
作
品
展 

　
今
年
で
10
回
目
を
迎
え
た「
西
土
佐
地
域
じ
ん
け
ん
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」が
左
記
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
今
回
は
、旧
中
村
市
出
身
の
歌
手
、堀
内
 
佳
さ
ん
に
よ
る

じ
ん
け
ん
コ
ン
サ
ー
ト
や
、西
土
佐
地
域
の
小
中
学
生
に
よ

る
人
権
発
表
を
行
う
ほ
か
、ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
や
物
産

展
、人
権
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

　
な
お
、
今
年
度
は
高
知
県
等
が
主
催
す
る
「
じ
ん
け
ん
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
」
と
合
同
開
催
で
す
。
中
村
か

ら
の
送
迎
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運
行
さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
誘

い
あ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

　
日
　
時
　
11
月
28
日
（
日
）
9
時
30
分
〜
 

　
場
　
所
　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
 

　
入
場
料
　
無
料
 

●プログラム● 

9：30～　開場 

10：00～　小中学生の発表 

12：00～　ジャグリングショー（中庭） 

13：00～　アンパンマンショー 

14：00～　堀内佳コンサート 

15：00～　閉会 

●バス運行表● 
　 8：30 中村発 ～ 9：30 西土佐着 
　11：00 中村発 ～ 12：00 西土佐着 
　13：00 西土佐発 ～ 14：00 中村着 
　15：30 西土佐発 ～ 16：30 中村着 
 
※バスは中村駅・板ノ川・川登・鵜ノ江・
　口屋内・柿の上・津野川で止まります 

●
 問
い
合
わ
せ
先
 ●
 

（
市
）
教
育
委
員
会
 西
土
佐
事
務
所
　
�(

5
2)

1
1
1
0

第
10
回
 西
土
佐
地
域
じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

市
　
政 

教
　
育

教
　
育 

教
　
育 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 

13

平
成
22
年
11
月
号 

●
問
い
合
わ
せ
先
●
 

　（
市
）教
育
委
員
会
事
務
局
 

 
 
 
 
　
学
校
教
育
課
 
総
務
係
 

　
　
　
　
　
　
�
�（
3
4
）1
1
3
6
 

　
　
　
　
　
F
A
X（
3
4
）4
2
7
1

●
問
い
合
わ
せ
先
●
 

　
実
行
委
員
会
事
務
局（
川
登
小
学
校
内
）　
�
（
３
８
）２
０
２
０ 

中
村
小
学
校
の
改
築
に 

　
　
　
　
伴
う
住
民
説
明
会 

日
　
時
　
11
月
11
日（
木
）  

19
時
〜 

会
　
場
　
中
村
小
学
校  
体
育
館 

　
※
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、中
村
小
学

　
　
校
校
庭
に
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。 

対
象
者 

　
①
中
村
小
学
校
通
学
区
域
に
在
住
の
人 

             

　
②
中
村
小
学
校
通
学
区
域
外
に
在
住
で
、

　
　
中
村
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
人 

内
　
容 

　
基
本
設
計
案
の
説
明
を
行
い
、皆
さ
ま

　
の
ご
意
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。 

中
村
大
橋
通
１
〜
７
丁
目
、中
村
山
手
通
、

中
村
東
下
町
、中
村
栄
町
、中
村
天
神
橋
、

中
村
小
姓
町
、中
村
丸
の
内
、中
村
桜
町
、

中
村
愛
宕
町
、中
村
百
笑
町
、 

中
村
本
町
１
〜
５
丁
目
、 

中
村
新
町
１
〜
５
丁
目
、 

中
村
一
条
通
１
〜
５
丁
目
、 

中
村
京
町
１
〜
５
丁
目
、 

中
村
於
東
町
、中
村
東
町
１
〜
３
丁
目
、

中
村
の
う
ち
中
村
大
橋
通
１
〜
７
丁
目

以
北
の
地
域 

　「
税
を
考
え
る
週
間
」の
一
環
と
し
て
、小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
よ
る
作

品
展
を
開
催
し
ま
す
。市
内
の
小
中
学
校
か
ら
た
く
さ
ん
の
力
作
が
展
示
さ

れ
ま
す
の
で
ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

期
　
間
　
11
月
11
日（
木
）〜
17
日（
水
） 

中
村
地
域
作
品
展
会
場 

　
ヨ
ン
デ
ン
プ
ラ
ザ
中
村 

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

西
土
佐
地
域
作
品
展
会
場 

　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル 

主
　
催
　
四
万
十
市
租
税
教
育
研
究
会 

　
　
　
　（
事
務
局:

四
万
十
市
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
内
） 

　
今
年
も
、一
條
大
祭
に
合
わ
せ
て
中
村
地
域

小
中
学
校
の
教
育
文
化
展
・
児
童
詩
展
を
開
催

し
ま
す
。 

　
教
育
文
化
展
は
、健
全
な
青
少
年
文
化
の
創

造
、
育
成
を
め
ざ
し
て
お
り
、
中
村
地
域
の
各

学
校
の
審
査
を
経
て
出
品
さ
れ
る
書
、画
お
よ

び
立
体
の
三
部
門
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。 

　
児
童
詩
展
は
、
家
庭
や
遊
び
な
ど
の
中
で
、

生
活
感
動
が
表
現
さ
れ
た
作
品
が
展
示
さ
れ

ま
す
。 

　
期
間
中
は
、児
童
生
徒
の
す
ば
ら
し
い
作
品

が
体
育
館
い
っ
ぱ
い
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
観
覧

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

日
　
時
　
11
月
20
日（
土
）〜
22
日（
月
） 

　
　
　
　
９
時
〜
17
時（
22
日
は
15
時
ま
で
） 

会
　
場
　
中
村
中
学
校
体
育
館 

主
　
催
　
四
万
十
市
中
村
地
域
教
育
　
文
化
展
実
行
委
員
会 
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家
族
で
考
え
よ
う
食
生
活
！
 

〜
糖
尿
病
予
防
五
つ
の
探
検
〜
 

●
 問
い
合
わ
せ
先
 ●
 

　
幡
多
福
祉
保
健
所
　
栄
養
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
 

　
　
　
　
　
　
　
 
 
　
　
　
�
（
３
５
）５
９
７
３
 

　
糖
尿
病
は
、生
活
習
慣
病
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
、
家
族
で
食
生
活
を
考
え
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。糖
尿
病
週
間（
11
月
8
日
〜
14
日
）

に
あ
わ
せ
、食
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

日
　
時
　
11
月
13
日（
土
）　
10
時
〜
17
時
 

会
　
場
　
フ
ジ
グ
ラ
ン
四
万
十
 
2
階
 
特
設
会
場
 

主
　
催
　
幡
多
福
祉
保
健
所
管
内
栄
養
士
ネ
ッ
ト
 

　
　
　
　
ワ
ー
ク
、幡
多
福
祉
保
健
所
 

探
検
１:

私
の
夕
食
さ
っ
と
探
検
 

　
　
　
　（
あ
な
た
が
選
ん
だ
食
事
を
 

　
　
　
　
　
 
さ
っ
と
パ
ソ
コ
ン
で
計
算
し
ま
す
） 

探
検
２:

お
い
し
く
食
べ
て
太
ら
な
い
 

　
　
　
　（
秘
密
、秘
密
、会
場
で
そ
っ
と
お
話
し
ま
す
） 

探
検
３:

赤
鉄
橋
、行
っ
て
帰
っ
て
こ
れ
ぐ
ら
い
！
 

　
　
　
　（
赤
鉄
橋
歩
行
と
同
じ
食
品
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
） 

探
検
４:

食
べ
物
情
報
コ
ー
ナ
ー
 

　
　
　
　
〜
知
っ
て
得
す
る
食
品
の
豆
知
識
〜
 

探
検
５:

も
っ
と
野
菜
を
 

　
　
　
　
〜
1
・
2
・
3
で
で
き
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簡
単
レ
シ
ピ
の
紹
介
〜
 

�（34）2126

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
の
ご
案
内 

糖
尿
病
療
養
指
導
の
有
資
格
者
が
増
え
ま
し
た
！ 

　
市
民
病
院
で
は
、今
年
の
２
月
よ
り
新
型
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
機
器
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。新
型
機
の
設
置
に
伴

っ
て
、室
内
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
な
ど
温
か
み
の
あ
る
Ｍ
Ｒ
Ｉ
室
に
な
り
ま
し
た
。 

　
旧
型
機
器
と
比
べ
大
き
く
変
わ
っ
た
点
は
、画
像
が
よ
り
ク
ッ
キ
リ
見
え
る
よ
う
に
な
り
、ま
た
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
性
能
が
格
段
に
良
く
な
っ
た
こ
と
で
画
像
処
理
が
短
時
間
で
す
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、事
前
の
予
約
が
無
く
て
も
、当
日
検
査
の
必
要
な
患
者
さ
ま
を
は
じ
め
、幅
広
く
検
査
を

行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

 

　
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
は
、主
に
、頭
部
の
病
変（
脳
腫
瘍
、

脳
動
脈
瘤
、脳
出
血
な
ど
）・
骨
関
節
病
変（
頸
・
腰
椎

間
板
ヘ
ル
ニ
ア
、腰
半
月
板
損
傷
、ひ
ざ
靱
帯
損
傷
、

ア
キ
レ
ス
腱
断
裂
な
ど
）・
内
臓
病
変
が
わ
か
る
と

さ
れ
て
お
り
、Ｃ
Ｔ（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影
）検

査
で
は
見
え
て
こ
な
い
、
神
経
・
血
管
・
靱
帯
・
軟
骨

な
ど
を
鮮
明
に
写
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

　
病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
に
つ
な
が
る
良
質
な
検
査
・
画
像
を
提
供
で
き
る
よ
う
、ま
た
、こ
れ
ま
で
以

上
に
質
の
い
い
医
療
の
充
実
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。実
際
に
、検
査
を
受
け
る
と
き

な
ど
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
不
安
な
こ
と
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、ど
う
ぞ
ご
遠
慮
な
く
ス
タ
ッ
フ
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。 

   

　
市
民
病
院
で
は
、「
日
本
糖
尿
病
療
養
指
導
士
」の
資
格
を
持
つ
職
員
が
３
名
お
り
ま
し
た
が
、こ
の
度

新
た
に
１
名
が
資
格
取
得
い
た
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
、毎
年「
日
本
糖
尿
病
療
養
指
導
士
」の
資
格
取
得
に
職
員
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
な
ど
、有

資
格
の
職
員
を
多
く
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、患
者
さ
ま
に
対
す
る
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
て
、

「
糖
尿
病
」を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
予
防
に
取
り
組
み
、市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
増
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。 

つ
い 

か
ん  

ば
ん 

じ
ん  

た
い 

じ
ん   
た
い 

し
ゅ
　
よ
う 

り
ゅ
う 
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　16歳未満（中学生に相当する年齢以下）の人の接種については、原則、保護者の同伴が必要になっていますが、

中学生については、事前に保護者がワクチンの接種についての説明文書をお読みいただき、内容（安全性など）

を十分に理解し、同意することにより、保護者の同伴がなくても接種を受けることができます。 

　お子さんが、１人で接種を受ける場合は、説明文書の最後についている同意書と予診票に記入のうえ、当日

お子さんに持参させてください。 

（同意書と予診票の保護者自署欄のそれぞれに署名がなければ接種は受けられません） 

※  説明文書と予診票が必要な人は、下記までご連絡ください。 

● 問い合わせ先 ●　（本 庁）保健介護課　�（34）1115　（総合支所）保健課　�（52）1132

中学生の新型インフルエンザワクチン接種の保護者同伴について 

保健カレンダー ～健康は自分で～ 

１年に１度は検診を 11 中村地域 

西土佐地域 

健
診 

相
談 

教
室
・
学
習
会 

献
血 

動
物
関
係 
注1）特定健診（生活習慣病健診）は、40歳以上の国保加入者で受診券を送付している人および40歳以上の協会け
　　んぽ等加入の被扶養者で市に事前に予約済みの人が対象です。 
注2）女性特有のがん検診推進事業の無料クーポン券対象の女性に限ります。（６月に個人通知しています。） 
※10月16日までの計画については、広報四万十10月号に掲載しています。 

● 問い合わせ先 ●　　（本庁） 保健介護課  ��(34)1115　（総合支所） 保健課  ��(52)1132

健康の集い（食事会セット） 

健康相談 

大腸がん検診容器配付 

胃がん検診 

乳幼児（赤ちゃん）相談 

ママタッチ教室 

大腸がん検診容器配付 

乳がん検診 

乳がん検診 

マム＆チルドレン 

乳児健診 

乳がん検診 

乳がん検診 

乳がん検診 

乳がん検診 

3歳児健診 

健康の集い 

特定健診（生活習慣病健診）注1 

健康の集い（伝達料理セット） 

健康の集い（伝達料理セット） 

献血 

献血 

献血 

1歳9ヵ月児健診 

地区学習会 

大腸がん検診容器配付 

乳がん検診 

乳がん検診 

マム＆チルドレン 

乳児健診 

乳がん検診 

子宮がん検診　　　　　　注2 

乳がん検診 

11月15日（月） 

 
11月16日（火） 

11月17日（水） 

11月18日（木） 

11月22日（月） 

 

11月24日（水） 

 

 

11月25日（木） 

 

11月26日（金） 

 

11月29日（月） 

11月30日（火） 

 

12月 1日（水） 

12月 2日（木） 

 

12月 3日（金） 

 

12月 7日（火） 

 

12月 8日（水） 

 

 

12月 9日（木） 

12月10日（金） 

月　日 事　　業　　名 該当地区 時　　間 場　　　　所 
11：00～ 

13：30～15：00 

個別通知 

8：00～ 9：30 

9：30～11：00 

9：30～11：00 

個別通知 

9：00～11：30 

13：30～16：00 

10：00～11：30 

12：50～13：30 

9：00～11：30 

13：00～15：30 

9：00～11：30 

13：30～16：00 

12：50～13：30 

13：30～ 

9：30～10：30　13：30～14：30 

11：30～ 

11：00～ 

13:00～16:30

9：00～12：30　13：30～16：30 

9：00～12：30 

12：50～13：30 

19：00～ 

個別通知 

9：00～11：30 

13：30～16：00 

10:00～11：30 

12：50～13：30 

9：00～11：30　13：00～15：30 

個別通知 

9：00～11：30

下家地集会所 

健康管理センター 

中村街北部 

かわらっこ 

健康管理センター 

健康管理センター 

東山・下田地区 

口屋内出張診療所 

奥屋内へき地出張診療所 

子育て支援センター 

健康管理センター 

須　集会所 

大宮出張診療所 

本村半家集会所 

藤ノ川出荷所 

健康管理センター 

奥屋内下集会所 

安並スポーツセンター 

中半集会所 

奥屋内上集会所 

竹本病院 

フジグラン四万十 

市民病院 

健康管理センター 

奥屋内下集会所 

富山・蕨岡・大川筋・後川地区 

津野川小学校 

保健センター（西土佐） 

子育て支援センター 

健康管理センター 

保健センター（西土佐） 

市立文化センター 

保健センター（西土佐） 

 
 
 

大川筋 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東山 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
22
年
8
月
1
日
か
ら
子

ど
も
（
18
歳
到
達
後
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
該
当
）
が
い
る
父
子
家
庭
も
支
給
対
象

と
な
り
ま
し
た
。
 

 　
子
育
て
中
の
人
が
安
心
し
て
外
出
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整
備
す
る
た
め
民
間
事
業

所
な
ど
が
授
乳
室
や
オ
ム
ツ
替
え
シ
ー
ト
（
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
）
、ベ
ビ
ー
キ
ー
プ
、キ
ッ

ズ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
置
す
る
た
め
の
経
費
に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
 

 対
象
事
業
 

・
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
不
特
定
多
数
の
人
が
利
用

　
す
る
施
設
に
授
乳
室
な
ど
を
設
置
ま
た
は
、別
利
用
し
て
い
た
部
屋
を
授
乳
室
等
に

　
改
修
す
る
も
の
。
 

※
た
だ
し
、既
に
有
る
授
乳
室
な
ど
を
同
じ
目
的
で
利
用
す
る
た
め
の
改
修
ま
た
は
取

　
り
換
え
す
る
も
の
、お
よ
び
、社
会
通
念
上
子
ど
も
連
れ
で
利
用
し
な
い
施
設
へ
設
置

　
す
る
も
の
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、平
成
23
年
3
月
31
日
ま
で
に
設
置
お
よ
び

　
検
査
を
完
了
す
る
こ
と
が
条
件
で
す
。（
着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）
 

補
助
金
額
 

　
設
置
経
費
の
3
分
の
2
を
補
助
し
ま
す
。（
1
カ
所
あ
た
り
の
上
限
は
60
万
円
）
 

　
市
で
は
、平
成
22
年
4
月
1
日
か
ら
、子
ど
も
が
い
な
い
ご
夫
婦
に
対
し
て
保
険
適
用

と
な
る
不
妊
治
療
費
お
よ
び
人
工
授
精
に
要
し
た
費
用
を
助
成
す
る
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
 

■
事
業
内
容
 

　
・
保
険
の
適
用
と
な
る
不
妊
治
療
費
に
つ
い
て
、
夫
婦
1
組
1
年
度
あ
た
り
医
療
機
関

　
　
で
支
払
っ
た
自
己
負
担
金
に
対
し
て
3
万
円
を
上
限
と
し
て
助
成
す
る
事
業
で
す
。
 

　
　
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、通
算
5
年
で
す
。
 

　
・
人
工
授
精
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
夫
婦
1
組
1
年
度
あ
た
り
3
万
円
を
上
限
と

　
　
し
て
助
成
す
る
事
業
で
す
。助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、通
算
2
年
で
す
。
 

■
助
成
要
件
 

　
・
法
律
上
の
夫
婦
で
ど
ち
ら
か
一
方
が
市
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
 

　
・
前
年
の
所
得
が
夫
婦
合
計
で
7
3
0
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と
 

　
・
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
て
い
る
こ
と
 

■
申
請
期
間
（
22
年
度
の
治
療
等
に
つ
い
て
）
 

　
　
平
成
22
年
4
月
1
日
〜
平
成
23
年
3
月
31
日
 

お
出
掛
け
し
や
す
い
環
境
作
り
の
た
め
の
補
助
金
制
度
 

                                                ● 上記の問い合わせおよび申請先 ● 
（本　　庁）福祉事務所 家庭福祉係　�（34）1801  （総合支所）福祉事務所分室（保健課内）�（52）1132

‥
 

‥
 

‥
 

‥
 

 

お
出
掛
け
し
や
す
い
環
境
作
り
の
た
め
の
補
助
金
制
度
 

父
子
家
庭
の
み
な
さ
ま
へ
 

　
　
　
　
　
　
児
童
扶
養
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？
 

ご
存
じ
で
す
か
？
不
妊
治
療
費
等
助
成
事
業
 

■
 

■
 

父
子
家
庭
の
支
給
要
件
 

　
下
記
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
子
ど
も
に
つ
い
て
、
父
が
そ
の
子
ど
も

を
監
護
し
、か
つ
、生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
（
離
婚
等
）
し
た
子
ど
も
 

②
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も
 

③
母
が
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
子
ど
も
 

④
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子
ど
も
 

⑤
そ
の
他
（
母
が
1
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る
子
ど
も
、
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

　
い
る
子
ど
も
、母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
子
ど
も
な
ど
）
 

受
給
す
る
た
め
に
は
 

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
認
定
請
求
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
 

受
付
時
間
　
　
平
日
8
時
30
分
〜
12
時
／
13
時
〜
17
時
15
分
 

＊
7
月
31
日
現
在
で
支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
方
が
、
11
月
30
日
ま
で
に
申
請
す

れ
ば
8
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。（
8
月
〜
11
月
分
の
支
給
は
12
月
と
な
り
ま
す
）
 

 手
当
額
（
月
額
）
に
つ
い
て
 

　
受
給
資
格
者
が
監
護
・
養
育
す
る
子
ど
も
の
数
や
、
受
給
資
格
者
な
ど
の
得
に
よ

り
決
ま
り
ま
す
。
 

・
子
ど
も
1
人
の
場
合
 

 
 
全
部
支
給
 
4
1
7
2
0
円
　
　
　
 

 
 
一
部
支
給
 
4
1
7
1
0
〜
9
8
5
0
円
 

・
子
ど
も
2
人
以
上
の
加
算
額
 

 
 
2
人
目
 
5
0
0
0
円
　
　
　
　
　
 

 
 
3
人
目
以
降
1
人
に
つ
き
 
3
0
0
0
円
 

■
 

■
 

■
 

〜
 〜
 〜
 〜
 〜
 〜
 〜
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平
成
22
年
11
月
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市
　
政 

教
　
育 

情
報
掲
示
板 

く
ら
し

く
ら
し 

く
ら
し 

  ・
高
知
県
獣
医
師
会
幡
多
支
部
 

・
中
村
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
 

・(

社
）
四
万
十
市
観
光
協
会
 

・
中
村
商
工
会
議
所
 

・
四
万
十
市
市
議
会
議
員
有
志
 

・
国
土
交
通
省
中
村
河
川
国
道
事
務
所
　
 

・(

県
）
幡
多
福
祉
保
健
所
 

・(

市
）
保
健
介
護
課
 
 

愛
犬
の
フ
ン
害
防
止
運
動 

協
力
団
体
（
順
不
同
）
 

 　
9
月
6
日
、8
日
、10
日
の
早
朝
に｢

愛
犬
の
フ
ン
害
防

止
運
動｣

を
実
施
し
、
四
万
十
川
両
岸(

赤
鉄
橋
付
近)

、後

川
西
岸(

後
川
橋
、佐
岡
橋
付
近)

の
フ
ン
・
ゴ
ミ
拾
い
、
啓

発
チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
同
運
動
は
、四
万
十
川
、後
川
の
河
川
敷
や
公
園
等
を
き

れ
い
に
す
る
た
め
、中
村
・
具
同
地
区
の
区
長
会
が
民
間
団

体
、行
政
等
と
協
力
し
、清
掃
を
行
う
と
と
も
に
飼
い
主
に

対
し
て
マ
ナ
ー
の
向
上
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。13
回
目

と
な
る
今
年
は
延
べ
1
5
3
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
運
動
に
取
り
組
ん
だ
最
初
の
こ
ろ
に
比
べ
る
と
飼
い

主
の
マ
ナ
ー
も
向
上
し
、放
置
さ
れ
る
フ
ン
の
数
も
格
段

に
減
り
ま
し
た
が
、今
年
も
３
日
間
で
拾
っ
た
フ
ン
の
数

は
1
1
7
個
と
ま
だ
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。
 

　
こ
の
運
動
を
通
じ
て
今
後
も
よ
り
一
層
の
マ
ナ
ー
向
上

を
呼
び
か
け
、市
街
地
の
美
観
・
景
観
の
保
持
を
守
る
こ
と

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
の
運
動
に
以
下
の
団
体
等
か
ら
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
、お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 

 

犬
猫
の
飼
い
主
は
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う 

□
飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
は
お
済
み
で
す
か 

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
い
始
め
た
ら
年
１
回
の｢

狂

犬
病
予
防
注
射｣

と
30
日
以
内
の｢

犬
の
登
録｣

ま
た
、
飼

い
犬
が
い
な
く
な
っ
た
場
合
の
届
け
出
は
法
律
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
本
年
度
の
予
防
注
射
を
済
ま
し
て
い
な
い
犬
は
、年
内

中
に
幡
多
郡
内
の
動
物
病
院
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

  

□
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
　 

　
　
　
　
　
　
散
歩
時
は
リ
ー
ド
を
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う 

　
犬
の
放
し
飼
い
は
、首
輪
を
付
け
て
い
て
も
野
犬
と
み

な
し
保
護
・
収
容
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
犬
が
恐

い
人
も
い
ま
す
の
で
他
人
に
危
害
を
与
え
な
い
よ
う
必

ず
つ
な
い
で
散
歩
を
し
ま
し
ょ
う
。 

  

□
犬
の
フ
ン
の
後
始
末
を
し
ま
し
ょ
う 

　
堤
防
や
空
き
地
な
ど
で
犬
の
フ
ン
が
放
置
さ
れ
困
っ

て
い
る
と
い
う
苦
情
を
よ
く
聞
き
ま
す
。飼
い
犬
の
フ
ン

は
必
ず
飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。 

● 

ネ
コ
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ま
へ 

□
ネ
コ
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う 

　
ネ
コ
の
フ
ン
害
や
畑
を
荒
ら
す
な
ど
の
相
談
が
保
健
所

や
市
役
所
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。ネ
コ
は
、室
内
で

飼
え
る
動
物
で
す
。家
の
中
に
ネ
コ
用
の
ト
イ
レ
を
作
り
、

エ
サ
も
家
の
中
で
与
え
ま
し
ょ
う
。 

□
野
良
ネ
コ
に
エ
サ
を
や
ら
な
い
で 

　
野
良
ネ
コ
は
「
ゴ
ミ
を
荒
ら
す｣｢

人
の
敷
地
等
に
フ
ン

を
す
る｣

な
ど
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。
ま
た
、
エ
サ
や

り
は
、野
良
ネ
コ
の
数
を
増
加
さ
せ
ま
す
。エ
サ
を
あ
げ
る

な
ら
責
任
を
持
っ
て
飼
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。 

● 

動
物
の
命
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う 

　
　
　
　
　
　
　
犬
ネ
コ
の
遺
棄
は
や
め
ま
し
ょ
う 

　
捨
て
ら
れ
た
犬
ネ
コ
は
、｢

フ
ン
害｣｢

人
を
咬
む｣｢

人

を
追
い
か
け
怪
我
を
さ
せ
る｣｢

畑
を
荒
ら
す｣

な
ど
の
行

動
を
と
り
、市
民
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。犬
猫
の
習
性
を
理

解
し
、繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合
等
は
去
勢
・
避
妊
手
術
等

を
行
い
、ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
は
、新
た
な

飼
い
主
を
見
つ
け
る
よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。 

※
マ
ナ
ー
の
向
上
に
は
市
民
の
厳
し
い
目
も
必
要
で
す
。

　
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
マ
ナ
ー
違

　
反
を
さ
せ
な
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

● 

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ま
へ 

 

○ 

問
い
合
わ
せ
先 

○ 

(

本
庁
）
保
健
介
護
課
　        

�(

3
4
）
1
1
1
5
 

(

総
合
支
所
）
保
健
課
　 

 
 
 
 
 
 

�(

5
2
）
1
1
3
2
 

幡
多
福
祉
保
健
所 

衛
生
環
境
課
　
�(

3
4
）
5
1
1
9
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成
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12
月
4
日
か
ら
10
日
ま
で
は
人
権
週
間
で
す
 

　「
世
界
人
権
宣
言
」は
、基
本
的
人
権
お
よ
び
自
由
を
遵
守
し
確
保

す
る
た
め
に
、世
界
の
す
べ
て
の
人
々
と
す
べ
て
の
国
々
と
が
達
成

す
べ
き
共
通
の
基
準
と
し
て
、昭
和
23
年(

1
9
4
8
年
）
12
月
10
日

の
第
3
回
国
際
連
合
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

　　　　　　　　　　国
際
連
合
は
、世
界
人
権
宣
言
の
採
択
を
記
念
し
て
、採
択
日
の

12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー(
H
u
m
a
n
　R
i
g
h
t
　D
a
y)｣

と
定

め
、加
盟
国
に
対
し
、人
権
擁
護
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
各
種
行

事
を
実
施
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。
 

　
法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、以
前
か
ら
、関

係
機
関
等
の
協
力
を
得
て
、｢

人
権
デ
ー｣
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間

(

12
月
4
日
〜
10
日)

を｢

人
権
週
間｣

と
定
め
、世
界
人
権
宣
言
の
意

義
を
訴
え
る
と
と
も
に
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
い

ま
す
。
 

　
高
知
地
方
法
務
局
で
は
、本
年
度
の
人
権
週
間
行
事
の
ひ
と
つ
と

し
て
、県
内
の
主
要
個
所
で｢

特
設
人
権
相
談
所｣

を
開
設
し
、D
V
・

セ
ク
ハ
ラ
・
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
女
性
に
関
す
る
人
権
問
題
や
、児

童
虐
待
・
い
じ
め
・
体
罰
な
ど
子
ど
も
に
関
す
る
問
題
、高
齢
者
や

障
害
者
に
関
す
る
問
題
、そ
の
ほ
か
嫌
が
ら
せ
な
ど
、人
権
に
関
す

る
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
 

　
お
気
軽
に
、最
寄
り
の｢

相
談
窓
口｣

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、お
近
く
の
法
務
局
ま
た
は
市
の
担
当
窓
口
か

人
権
擁
護
委
員
ま
で
。
 

 

高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局
　
�
（
3
4
）
1
6
0
0
 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
A
X
（
3
4
）
1
6
0
1
 

(

本
庁
）
人
権
啓
発
課
　
　
　
　
　
�
（
3
5
）
1
0
3
5

○
問
い
合
わ
せ
先
○
 

　
市
で
は
、人
権
週
間
参
加
事
業
と
し
て
左
記

の
内
容
で
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
実
施
し

ま
す
。 

　
ご
家
族
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、ご

来
場
く
だ
さ
い
。 

■
街
頭
パ
レ
ー
ド
 

開
催
日
時
　
12
月
4
日(

土
）10
時
〜
11
時
30
分
 

※
雨
天
決
行
、終
了
時
間
に
は
変
更
が
あ
り
ま
す
。
 

出
発
セ
レ
モ
ニ
ー
　
 

　
高
知
は
た
農
協
会
館
 
4
階
　
大
ホ
ー
ル
 

パ
レ
ー
ド
方
法
 

　
広
報
車
を
先
頭
に
、
横
断
幕
、
中
村
南
小
鼓

　
笛
隊
、パ
レ
ー
ド
参
加
者
の
順
に
街
頭
パ
レ

　
ー
ド
を
行
い
、
同
時
に
、
人
権
啓
発
資
料
を

　
市
民
に
配
布
し
市
民
意
識
の
高
揚
を
図
る
。 

コ
ー
ス
　
高
知
は
た
農
協
　

中
村
駅（
休
憩
） 

　
　
　
　
　

高
知
は
た
農
協
 

※
雨
天
の
場
合
は
、高
知
は
た
農
協
会
館
4
階
大
 
 

 
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。 

啓
発
資
料
配
布
　
 

　
標
語
入
り
風
船
、絵
画
入
り
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、 
 
 

 
チ
ラ
シ
 

■
四
万
十
市
小
学
生・中
学
生
 

　
「
人
権
絵
画
・
標
語
作
品
展
」 

開
催
日
時
　
12
月
14
日（
火
）〜
20
日（
月
）　
 

　
　
　
　
　
9
時
〜
17
時
 

会
　
　
場
　
市
立
中
央
公
民
館
展
示
ホ
ー
ル
 

※
入
場
無
料
 

○
問
い
合
わ
せ
先
○
 

(

本
庁)

人
権
啓
発
課
　
�(

3
5)

1
0
3
5

四
万
十
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

四
万
十
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

四
万
十
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
 

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
 

　
人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
じ
で
す
か
。地
域
の
住

民
の
皆
さ
ん
の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
絶

え
ず
見
守
り
、
も
し
、
人
権
が
侵
さ
れ
た
と
き
に

は
法
務
局
と
連
携
し
て
救
済
の
た
め
の
適
切
な

措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、人
権
尊
重
思
想
を
ご

理
解
い
た
だ
く
た
め
の
活
動
を
す
る
こ
と
を
使

命
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
家
庭
、学
校
、職
場
、地
域
社
会
な
ど
で
の
困
り

ご
と
や
悩
み
ご
と
は
、お
気
軽
に
人
権
擁
護
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無
料
で
、
相
談
内

容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
 

藤
 

右
山
 

赤
松
町
 

下
田
 

中
村
百
笑
町
 

森
沢
 

中
村
一
条
通
 

右
山
五
月
町
 

西
土
佐
大
宮
 

西
土
佐
岩
間
 

威
能
　敬
枝
 

遠
近
　準
二
 

山
本
　加
寿
美
 

岩
　
　幸
吉
 

佐
田
　政
美
 

遠
近
　哲
代
 

林
　良
二
 

竹
田
　元
久
 

岡
林
　武
範
 

度
長
　靖
 

○
問
い
合
わ
せ
先
○
　
高
知
地
方
法
務
局
 
人
権
擁
護
課
　
�
0
8
8
（
8
2
2
）
3
5
0
3

⇒ 

⇒ 

西土佐 

　地域 
中村地域 
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お
楽
し
み
抽
選
会 

　
日
時
　
11
月
23
日（
火
・
祝
）　 

　
　
　
　
12
時
〜
16
時
　 

　
場
所
　
一
条
神
社
境
内 

検
針
票
を
持
っ
て

検
針
票
を
持
っ
て
 

　
　
抽
選
会
に
行
こ
う
！

　
　
抽
選
会
に
行
こ
う
！
 

〜
　地
球
に
や
さ
し
い

地
球
に
や
さ
し
い
　〜
　
〜
　
 

親
子
Ｅ
Ｃ
Ｏ
料
理
教
室

親
子
Ｅ
Ｃ
Ｏ
料
理
教
室
 

〜
　地
球
に
や
さ
し
い

地
球
に
や
さ
し
い
　〜
　
〜
　
 

親
子
Ｅ
Ｃ
Ｏ
料
理
教
室

親
子
Ｅ
Ｃ
Ｏ
料
理
教
室
 

　
中
村
子
ど
も
劇
場
は
、
子
ど
も
た
ち
が
心

豊
か
に
育
つ
よ
う
親
子
で
一
緒
に
考
え
た

り
活
動
し
た
り
す
る
団
体
で
、
観
劇
の
ほ
か

に
も
、
夏
祭
り
や
バ
ザ
ー
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

　
9
月
11
日(

土)

の
親
子
料
理
教
室
は
、

地
球
環
境
の
こ
と
を
考
え
た
調
理
方
法

で
「
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
、コ
ー
ル
ス
ロ
ー
サ
ラ

ダ
、
も
も
の
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
」
を
作
り
ま

し
た
。 

④ 

② 

③ 

COCO2COCO2電気削減コンテスト電気削減コンテスト  COCO2COCO2電気削減コンテスト電気削減コンテスト  
　
当
月
使
用
量
が
前
年
同
月
使

用
量
を
下
回
っ
て
い
る
電
気
使

用
量
の
検
針
票
（
今
年
7
月
発

行
分
か
ら
）
を
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。
省
エ
ネ
グ
ッ
ズ
な
ど

が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
に

参
加
で
き
ま
す
。 

地
球
に
や
さ
し
い
ポ
イ
ン
ト
 

①
サ
ラ
ダ
に
使
う
き
ゅ
う
り
の
皮
は
剥
か
ず
に
調
理
し
ま
す
。
 

②
ご
飯
は
、鍋
帽
子
を
使
っ
て
調
理
時
間
を
短
く
し
ま
す
。
 

　
沸
騰
し
て
か
ら
強
火
で
3
分
、弱
火
で
7
分
、鍋
帽
子
を
か
ぶ
せ
て
10
分
で
炊
き

　
上
が
り
ま
す
。
 

③
油
汚
れ
な
ど
は
ふ
き
取
っ
て
か
ら
洗
い
ま
す
。
 

④
米
の
と
ぎ
汁
は
、花
の
水
や
り
に
使
い
ま
す
。
 

む 

コツコツ コツコツ 

●問い合わせ先● 

（市）地球環境課 　�（34）6126

四
万
十
市 

　
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

■
場
所
　働
く
婦
人
の
家 

1
階 

　
　
　
　(

右
山
五
月
町
8
―
22) 

■
受
付
時
間
　月
〜
金
曜
日
　
9
時
〜
17
時 

　
　
　
　(

土
・
日
・
祝
日
、年
末
年
始
休
み) 

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、相
談
が
重
な
っ
た
場 

　
合
は
時
間
を
ず
ら
し
て
い
た
だ
く
場
合
が 

　
あ
り
ま
す
。 

〜
こ
ん
な
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
〜 

☆
訪
問
販
売
で
高
価
な
も
の
を
買
っ
て
し
ま
っ 

　
た
が
、解
約
で
き
な
い
か
？ 

☆
電
話
勧
誘
が
何
度
も
あ
り
迷
惑
し
て
い
る
。 

☆
身
に
覚
え
の
な
い
代
金
を
請
求
さ
れ
て
い
る
。 

☆
商
品
の
品
質
・
性
能
・
安
全
性
が
心
配
で
あ
る
。 

☆
借
金
の
返
済
に
困
っ
て
い
る
。 

☆
そ
の
他
消
費
者
生
活
に
関
す
る
こ
と
。 

 

●
問
い
合
わ
せ
先
● 

  

　
四
万
十
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

���

������������������

�(

3
4)

6
3
0
1
　 

 
 
　
 
 
F
A
X(

3
4)

6
2
9
5

 

 　
10
月
12
日
に
、四
万
十
市
消
費
セ
ン
タ
ー

が
開
設
し
ま
し
た
。
消
費
問
題
で
ト
ラ
ブ

ル
が
生
じ
た
と
き
や
疑
問
が
あ
る
と
き
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
員
2

名
が
対
応
し
、
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。 

市
　
政 

教
　
育 

情
報
掲
示
板 

く
ら
し

く
ら
し 

く
ら
し 

 



四四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ” “ぽっぽ”“ぽっぽ” “ぽっぽ” 

問い合わせ先 

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ” 
右山元町1丁目2-10　（旧元町保育所）　（３５）３７４８ 

保育所名 月　　日 駐車場 時　間 

※雨天の場合は中止です。 

育児相談 

園庭開放 

　子育てについて思っていること、悩んでいること等気軽

にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来所しての相

談にも応じます。 

※第３火曜日は、家庭児童相談員による育児相談を行って

　います。　9:30～11:30

その他の活動 
ぴよちゃんクラブ　①②　　　　 

〔クリスマス製作〕 

〔お庭でピクニック〕 

　お母さんと一緒にお外でいっぱい遊んだらその後はうれ
しいおやつタイム！お庭で食べると楽しいョ♪（おやつと
飲み物を持参して下さい！） 

時 

場 

①②11月15日（月）　9：30～11：30 
子育て支援センター 

　いろいろな材料を使って、かわいいクリスマスの飾りを
作るョ。木の実など飾りたい物があれば持って来てね。 

時 

場 

①12月7日（火）、②9日（木）　9：30～11：30 
子育て支援センター 

お誕生会 

　11月生まれのお友達のお誕生日をみんなでお祝いしようね♪ 

時 

場 

〔１、２、３歳児〕11月25日（木）　9：30～11：30 
〔ぴよちゃんクラブ〕11月26日（金）　9：30～11：30 
子育て支援センター 

人形劇を楽しもう 

　保育士さんたちが、楽しい人形劇を見せてくれるよ。 

時 

場 

11月24日（水）　10：00～11：30 
子育て支援センター 

親子ふれあい活動　　1･2･3歳児対象 

　小物編・・・手作りの小物や子ども服などの情報交換 

広げよう趣味の輪　①②③ 

時 

場 

11月18日（木）　9：30～11：30 
子育て支援センター 

　食　編・・・簡単にできるおやつやおかずの情報交換 

時 

場 

11月19日（金）　9：30～11：30 
子育て支援センター 

※希望の日に参加してください。 

　いろいろな材料を使って、かわいいクリスマスの飾りを作
るョ。木の実など飾りたいものがあれば持って来てね。 

クリスマス製作　①②③ 

時 

場 

①11月30日（火）　②12月2日（木）、③3日（金） 
9：30～11：30 
子育て支援センター 

※初めて参加を希望される人は、準備等の都合があります
　ので、あらかじめご連絡ください。①など番号のついてい
　る活動は、日程ごとにグループに分かれます。 

相談日／月～金曜日　9：30～11:30、13:00～17:00

愛 育 園  

もみじ保育所 

あおぎ保育所 

下 田 保 育 所  

古津賀保育所 

東 山 保 育 所  

具 同 保 育 所  

八 束 保 育 所  

東中筋保育所 

1 2 月 9 日  

1 1月19日  

1 1月18日  

1 2 月 6 日  

1 2 月 9 日  

1 1月17日  

1 2月15日  

1 2 月 7 日  

1 1月18日  

1 2月10日  

1 1月24日  

1 1月16日  

1 2月13日  

木 

金 

木 

月 

木 

水 

水 

火 

木 

金 

水 

火 

月 

9:30～10:30 

10:00～11:00 

9:30～10:30 

10:00～11:00 

9:30～10:30 

10:00～11:00 

9:30～10:30 

9:30～10:30 

9:30～10:30

なし 

なし 

数台分有 

数台分有 

数台分有 

数台分有 

数台分有 

数台分有 

数台分有 

休所のお知らせ 
11月17日（水）午前中は、西土佐へ出張のためお休みにさせ

ていただきます。 
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●
 問
い
合
わ
せ
 ●
 

　（
市
）保
健
介
護
課
 
�
（
3
4
）１
１
１
５
 

子
育
て
講
演
会

子
育
て
講
演
会 

子
育
て
講
演
会

子
育
て
講
演
会 

子
育
て
講
演
会 

　
親
子
で
一
緒
に
触
れ
あ
っ
て
、体
を
動

か
し
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。 

　
現
在
子
育
て
中
の
人
、
親
子
遊
び
に

興
味
の
あ
る
人
、
ど
な
た
で
も
自
由
に

参
加
く
だ
さ
い
。 

 

日
　
時
　
11
月
10
日（
水
） 

　
　
　
　
10
時
〜
11
時
30
分 

場
　
所
　
具
同
体
育
セ
ン
タ
ー 

講
　
師
　
別
所
祐
之
介 

　
　
　
　（
ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
ク
ス
勤
務
） 

内
　
容
　 

　
・
体
を
動
か
す
大
切
さ
を
知
ろ
う 

　
・
風
船
を
使
っ
た
親
子
運
動 

　
・
紙
飛
行
機
遊
び 

　
※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い 

参
加
料
　
無
料 



～管理栄養士からのメッセージ～ 

作
り
方 

（市民病院 管理栄養士　池 一美） 

①ブロッコリーをゆでる 

②たまねぎをみじん切りにして塩もみをして水にさらし絞る 

③パセリをみじん切りにする（なくてもよい） 

④すべての材料を混ぜ合わせて塩こしょうで味付けする 栄養成分（1人分） 
エネルギー：57kcal 
たんぱく質：4.7g   
脂　　　質：2.7g

所要時間15分 

材料（1人分） 

ブロッコリーのサラダ 

ブロッコリー･･･････････････ 60ｇ 
たまねぎ･･･････････････････ 10ｇ 
シーチキン･････････････････ 10ｇ 
パセリ･････････････････････ 少々 
塩こしょう･････････････････ 少々 
ミニトマト･････････････････ 1 個 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し

く
ら
し 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 
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　ブロッコリーには、風邪予防に欠かせないビタミンＣや、皮膚や粘膜の

抵抗力を強めるカロチン（ビタミンＡ）など、他にもたくさんの栄養素が含

まれています。インフルエンザや風邪が流行するこれからの季節に、積極

的に取り入れたい食材です。 

福
祉
用
具
使
用
時
の
重
大
 

 
 
 
事
故
発
生
防
止
に
つ
い
て
 

●
 問
い
合
わ
せ
先
 ●
 

　
　（
本
庁
）保
健
介
護
課
 
長
寿
介
護
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
（
3
4
）1
1
6
5

　
介
護
ベ
ッ
ド
お
よ
び
電
動
車
い
す
の
使
用
に
お
い
て
使
用

者
が
死
亡
す
る
な
ど
の
重
大
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。そ
れ

ぞ
れ
使
用
に
際
し
て
は
、取
扱
説
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
注

意
事
項
を
再
確
認
し
、点
検
等
を
行
う
な
ど
し
て
正
し
く
ご
使

用
く
だ
さ
い
。 

 注
意
や
工
夫
を
す
る
点
 

①
電
動
車
い
す 

・
運
転
前
に
バ
ッ
テ
リ
ー
の
確
認
や
日
常
点
検
の
実
施
。 

・
運
転
時
は
道
路
の
端
に
よ
り
過
ぎ
な
い
、ク
ラ
ッ
チ
を
切
っ

　
て
坂
道
を
降
り
な
い
。 

・
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
道
で
は
乗
ら
な
い
。 

②
介
護
ベ
ッ
ド 

・
ベ
ッ
ド
柵
の
す
き
間
に
首
等
が
入
り
込
む
の
を
ふ
せ
ぐ
た
め
す
 

 

　
き
間
が
あ
る
場
合
は
す
き
間
を
埋
め
る
器
具
を
取
り
付
け
る
。 

・
ベ
ッ
ド
グ
リ
ッ
プ
を
し
っ
か
り
固
定
す
る
。 

　
 

　
介
護
ベ
ッ
ド
の
器
具
の
取
り
付
け
な
ど
ご
不
明
な
点
が
あ

れ
ば
取
扱
業
者
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
 

市
内
福
祉
用
具
取
扱
業
者
 

　
㈱
ト
ー
カ
イ
　
四
万
十
営
業
所
 
 
�
（
3
1
）0
8
8
1
 

　
四
国
医
療
サ
ー
ビ
ス
　
や
す
ら
ぎ
 
�
（
3
7
）0
6
0
0
 

　
ヒ
ガ
シ
指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
　
�
（
3
5
）3
5
8
9

11
月
は
 

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
 

●
 相
談
窓
口
 ●
 

　
　（
本
庁
）福
祉
事
務
所
 
家
庭
福
祉
係
 

　
　
　
　
　
　
　
�
（
3
4
）1
8
0
1
 

　
　
家
庭
児
童
相
談
室
 

　
　
　
　
　
　
　
�
／
F
A
X（
3
5
）5
2
5
5
 

　
　（
総
合
支
所
）福
祉
事
務
所
分
室（
保
健
課
内
） 

　
　
　
　
　
　
　
�
（
5
2
）1
1
3
2

　
児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
生
命
に
危
険
を
及
ぼ

す
だ
け
で
な
く
、
心
に
も
深
い
傷
を
残
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。児
童
虐
待
は
、地
域
全
体
で
取
り
組
む

こ
と
で
、
発
生
予
防
や
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま

す
。 

　
あ
な
た
の
周
り
に「
気
に
な
る
子
ど
も
」は
い
ま

せ
ん
か
？
「
も
し
か
し
た
ら
」
と
感
じ
た
ら
、
す
ぐ

に
市
の
児
童
家
庭
相
談
窓
口
や
、
県
の
児
童
相
談

所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
あ
な
た
の
一
報
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。 

 実
施
期
間
　
11
月
1
日（
月
）〜
30
日（
火
） 

 標
　
　
語
 

　「
見
す
ご
す
な
　
幼
い
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」 

ブロッコリーは、花蕾（からい）というつぼみの集まった
部分が好まれますが、茎や葉の部分にも栄養がたくさん
含まれているので、捨てずにぜひ食べてみてください。 



第
６
回 

22

平
成
22
年
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月
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四
万
十
市
成
人
式 

市
で
は
、
平
成
2
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
3
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
を
対
象
に
、新
成
人
を
祝
福
す
る「
第
6

回
 四
万
十
市
成
人
式
」を
開
催
し
ま
す
。 

 ○
中
村
地
域
 

 
日
時
　
平
成
23
年
1
月
3
日（
月
） 

　
　
受
付

:

14
時
20
分
〜
14
時
50
分
　
開
式

:

15
時
 

　
会
場
　
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
 

 
※
中
村
地
域
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
は
、
12
月
中
旬
ま
で

　
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。ま
た
、学
生
な
ど
で
市
外
に
住

　
民
登
録
を
し
て
い
て
四
万
十
市
の
成
人
式
に
出
席
を
希
望

　
す
る
人
は
、12
月
11
日（
金
）ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

○
西
土
佐
地
域
 

　
日
時
　
平
成
23
年
1
月
3
日（
月
） 

　
　
受
付

:

10
時
〜
　
開
式

:

10
時
30
分
 

　
会
場
　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
 

 
※
西
土
佐
中
学
校
卒
業
生
と
西
土
佐
地
域
に
住
民
登
録
が

　
あ
る
人
は
、本
人
ま
た
は
ご
家
族
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。 

●
 問
い
合
わ
せ
先
 ●
　
 

四
万
十
市
成
人
式
実
行
委
員
会
 

【（
市
）教
育
委
員
会
 
生
涯
学
習
課
】　
�
（
3
4
）3
7
1
1

●
 問
い
合
わ
せ
先
 ●
　
 

（
市
）教
育
委
員
会
 
西
土
佐
事
務
所
　
�
（
5
2
）1
1
1
0

し
し 

日
　
時
　
11
月
13
日(

土)

　
10
時
30
分
〜
15
時 

場
　
所
　
黒
尊
親
水
公
園（
西
土
佐
黒
尊
） 

内
　
容 

1. 
八
面
山
の
ぼ
り 

　(
登
り
口
行
バ
ス
　
親
水
公
園
発 

11
時) 

　
ス
ス
キ
・
ブ
ナ
林
・
紅
葉
・
頂
上
で
の
お
弁
当
、

　
遠
く
宇
和
海
が
眺
望
で
き
る
か
も
… 

■
案
内
役
　
四
万
十
川
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い

　
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん 

■
定
　
員
　
先
着
20
人（
要
事
前
申
込
） 

■
参
加
費
　
１
５
０
０
円（
し
ゃ
え
ん
じ
り
弁
当
、

　
お
茶
、障
害
保
険
代 

含
む
）※
当
日
集
金
し
ま
す 

 

2. 

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
　 

①
小
枝
で
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
ブ
ロ
ー
チ
を
つ
く
ろ
う 

　
親
子
で
工
作
を
楽
し
も
う
。材
料
代
無
料
　   

　
※
材
料
が
な
く
な
り
次
第
終
了 

②
わ
ら
や
木
の
実
で
壁
か
け
や
、
わ
ら
ぞ
う
り

　
を
つ
く
ろ
う 

　
材
料
代

:

５
０
０
円
　
定
員

:

20
人 

　
※
材
料
が
な
く
な
り
次
第
終
了 

③
ゆ
ず
を
絞
ろ
う 

　「
黒
尊
む
ら
市
」で
販
売
し
て
い
る
ゆ
ず
玉
を
、

　
そ
の
場
で「
ゆ
ず
果
汁
」に
！ 

　
搾
っ
た
果
汁
を
入
れ
る
容
器
代
は
実
費
必
要

　
で
す
。ゆ
ず
玉
は
１
袋
１
０
０
円
〜 

 

3. 

紙
芝
居
の
上
演（
11
時
30
分
〜
、13
時
30
分
〜
） 

　
奥
屋
内
下
地
区
に
あ
る「
お
菊
の
滝
」に
は「
播

州
皿
屋
敷
」の
伝
説
が
あ
り
、そ
れ
を
語
り
伝
え

よ
う
と
紙
芝
居
を
作
っ
て
い
ま
す
。
お
ひ
ね
り

大
歓
迎
! ! 

 

4. 

黒
尊
む
ら
市
…
大
鍋
ま
つ
り 

　
お
昼
ご
は
ん
に 

　
鍋
…
猪
鍋
、よ
せ
鍋
・
芋
煮(

ツ
ガ
ニ
入
り)

、お
で
ん 

　
赤
飯
、チ
ラ
シ
寿
司
、巻
き
寿
司
、ツ
ガ
ニ
飯
、

　
餅(

希
望
者
は
餅
つ
き
も
で
き
ま
す) 

　
あ
め
ご
の
塩
焼
き
、地
鳥
の
串
焼
き
、コ
ー
ヒ
ー
、

　
ぜ
ん
ざ
い
　
な
ど 

　
お
土
産
に 

　
ゆ
ず
、
ゆ
ず
果
汁
、
木
炭
、
黒
尊
米
、
秋
野
菜
、

　
手
作
り
お
菓
子
、わ
ら
細
工
、木
工
品
　
な
ど 

 

そ
の
他
　 

■
無
料
送
迎
バ
ス
の
運
行 

　
四
万
十
市
観
光
協
会
駐
車
場（
右
山
）(

定
員
33
人) 

　
出
発

:

９
時
　
帰
着

:

16
時
30
分 

　
　（
要
申
込
、山
登
り
参
加
者
優
先
） 

■
車
で
お
越
し
の
人
は
、
な
る
べ
く
乗
り
合
わ

　
せ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

■
マ
イ
バ
ッ
グ
・
マ
イ
箸
・
マ
イ
カ
ッ
プ
ご
持
参

　
し
て
く
だ
さ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。 

 

●
 問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
 ●
 

し
ま
ん
と
黒
尊
む
ら
 

（
西
土
佐
口
屋
内
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
し
ゃ
え
ん
じ
り
内
） 

 
�
（
5
4
）1
4
7
7

…黒尊川流域の人と自然が共生する地域づくり協定および宣言　4周年記念… 
今年のテーマ…黒尊まるごと満腹！！ 

黒尊黒尊むらまつり 黒尊むらまつり 



秋水書院（蘆花恒春園） 

徳冨蘆花筆「天皇陛下に願い奉る」（市立図書館蔵） 

　
 

      

　
徳
冨
蘆
花（
本
名
健
次
郎
）は
明
治
の
文
豪
。

代
表
作
に『
不
如
帰
』、『
み
み
ず
の
た
わ
ご
と
』

が
あ
り
ま
す
。 

　
東
京
・
京
王
線
の
蘆
花
公
園
駅
。
二
十
分
ほ

ど
歩
け
ば
武
蔵
野
の
面
影
が
残
る
く
ぬ
ぎ
林

の
中
に
蘆
花
恒
春
園
が
あ
り
ま
す
。蘆
花
の
自

宅
や
墓
、記
念
館
が
東
京
都
管
理
の
公
園
と
し

て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
蘆
花
は
明
治
四
十
年（
一
九
〇
七
年
）、こ
こ

北
多
摩
郡
千
歳
村
粕
谷（
現
・
世
田
谷
区
）に
移

り
住
み
ま
す
。傾
倒
し
て
い
た
ト
ル
ス
ト
イ
と

同
じ
よ
う
な
晴
耕
雨
読
の
田
園
生
活
に
あ
こ

が
れ
た
の
で
す
。
三
年
後
、
大
逆
事
件
が
起
き

ま
す
。 

            

　
蘆
花
の
兄
は
国
民
新
聞
を
創
刊
し
た
徳
富

蘇
峰（
本
名
猪
一
郎
）。蘇
峰
は
平
民
主
義
を
唱 

え
、中
江
兆
民
を
介
し
て
秋
水
と
深
い
関
係
が 

あ
っ
た
が
、日
露
開
戦
論
に
転
じ
た
こ
と
で
袂

を
分
か
ち
ま
す
。 

　
蘆
花
は
秋
水
と
親
交
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

大
逆
事
件
は
冤
罪
と
し
て
強
い
関
心
を
寄
せ

る
。
秋
水
ら
の
助
命
嘆
願
の
た
め
に
「
天
皇
陛

下
に
願
い
奉
る
」を
書
き
、蘇
峰
を
通
し
て
、桂

内
閣
に
出
そ
う
と
し
た
が
、間
に
合
わ
ず
刑
が

執
行
さ
れ
て
し
ま
う
。 

　
死
刑
執
行
日（
一
九
一
一
年
一
月
二
十
四
日
）

は
蘆
花
が
自
宅
わ
き
に
別
棟
の
書
斎
の
建
て

付
け
を
し
た
日
で
し
た
。
蘆
花
は
書
斎
を
「
秋

水
書
院
」と
名
付
け
ま
す
。 

　
蘆
花
は
一
週
間
後
、一
高
の
学
生
た
ち
の
依

頼
に
応
じ
て「
謀
反
論
」の
講
演
を
行
い
ま
す
。 

　
「
諸
君
、
幸
徳
君
等
は
時
の
政
府
に
謀
叛
人

と
見
做
さ
れ
て
殺
さ
れ
た
。
が
、
謀
叛
を
恐
れ

て
は
な
ら
ぬ
。新
し
い
も
の
は
常
に
謀
叛
で
あ

る
。・・・
西
郷
も
逆
賊
で
あ
っ
た
。し
か
し
今
日

と
な
っ
て
見
れ
ば
、逆
賊
で
な
い
こ
と
西
郷
の

ご
と
き
者
が
あ
る
か
。幸
徳
ら
も
誤
っ
て
乱
臣

賊
子
と
な
っ
た
。し
か
し
百
年
の
公
論
は
必
ず

そ
の
事
を
惜
し
ん
で
、そ
の
志
を
悲
し
む
で
あ

ろ
う
。」 

　
歴
史
に
残
る
名
演
説
で
し
た
。当
時
学
生
で

あ
っ
た
芥
川
龍
之
介
ら
も
聞
い
て
い
ま
す
。 

　
蘆
花
と
蘇
峰
の
兄
弟
は
と
も
に
秋
水
と
の

か
か
わ
り
を
も
ち
な
が
ら
、長
い
間
確
執
状
態

に
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
二
年
、
蘆
花
が
死
ぬ

間
際
に
和
解
。そ
の
三
年
後
の
秋
、蘇
峰
は
妻 

             

を
伴
っ
て
四
国
、九
州
へ
の
講
演
旅
行
に
出
か

け
ま
す
。　 

　
一
條
神
社
の
昭
和
五
年
十
一
月
八
日
の
参

拝
簿
に「
徳
富
静
子
、猪
一
郎
」の
書
き
込
み
が 

残
っ
て
い
ま
す
。蘇
峰
が
中
村
に
来
た
目
的
は
、

近
く
の
正
福
寺
に
あ
る
か
つ
て
の
同
志
秋
水

の
墓
を
訪
ね
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
は
容
易

に
想
像
が
で
き
ま
す
。ほ
か
に
は
ど
こ
を
歩
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
蘆
花
恒
春
園
の
秋
水
書
院
に
は
秋
水
関
係

の
資
料
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、こ

の
ほ
ど
四
万
十
市
か
ら
秋
水
の
絶
筆
と
写
真

を
提
供
。園
内
の
蘆
花
記
念
館
に
ト
ル
ス
ト
イ

関
係
資
料（
ト
ル
ス
ト
イ
も
今
年
が
没
後
百
年
）

と
一
緒
に
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
交
換
で
、同
館
か
ら
秋
水
書
院
の
写
真

と
蘆
花
筆（
複
製
）の「
天
皇
陛
下
に
願
い
奉
る
」

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、市
立
図
書
館
の
秋

水
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
を
し
て
い
ま
す
。 

 

徳
富
兄
弟
 

　
　
　
と
秋
水
 

秋水秋水100100年 秋水100年 
市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し

く
ら
し 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 

23

平
成
22
年
11
月
号 

● 問い合わせ・申し込み先 ● 
（市）生涯学習課 社会教育振興係  

�（34）7311　FAX（35）4260 
E-Mai l : culture@city.shimanto. lg.jp 

※ＦＡＸおよびメールで申し込みをする人は、
　住所・氏名・年齢・連絡先を明記してください。 

第27回 
2000年を超えて蘇る古の祭り～銅矛～ 

　
具
同
か
ら
出
土
し
た
銅
矛
は
今
か
ら

2
0
0
0
年
以
上
前
、
弥
生
時
代
の
祭
り

で
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。 

　
今
回
の
文
化
財
め
ぐ
り
は
遺
跡
か
ら

出
土
す
る
祭
り
の
道
具
や
土
器
、
石
器
か

ら
2
0
0
0
年
前
の
暮
ら
し
を
考
え
ま
す
。

　
幡
多
は
高
知
市
周
辺
と
は
ま
た
違
う

文
化
の
花
開
い
た
地
域
で
す
。
遺
跡
か
ら

出
て
き
た
遺
物
か
ら
昔
の
幡
多
の
姿
を

の
ぞ
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 日
　
　
時
　
11
月
28
日（
日
） 

　
　
　
　
　
9
時
〜
12
時
 ※
雨
天
決
行
  

集
合
場
所
　
中
央
公
民
館
 1
階
 

　
　
　
　
　
　
　
大
会
議
室（
9
時
開
講
）  

見
学
場
所
　
郷
土
資
料
館
 

申
込
期
間
　
11
月
15
日（
月
）〜
22
日（
月
） 

定
　
　
員
　
先
着
25
人
 

※
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
学
校

　
3
年
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
を
お

　
願
い
し
ま
す
。 

いにしえ 



お
知
ら
せ 

今月は 

の納付月です 

国民健康保険税　　5期分 

下水道事業受益者負担金　 

　3期分 

家具の固定で 
命をまもろう 

問 
中村地域の人　 （本　　庁）福祉事務所 社会福祉係     �（34）1120 
西土佐地域の人 （総合支所）福祉事務所分室（保健課内）�（52）1132

相
　
談 

問 （市）企画広報課　� （34）1129

催
　
し 

問 （社）四万十市観光協会　� （35）4171

　毎日、楽しい時間を過ご

している台所は、大地震の

直撃に見舞われると大変

危険な場所にもなります。

特に最近の冷蔵庫はスリ

ムで背が高いので固定が

されていないとあっさり

倒れることがあり、食器棚

にいたっては割れたガラ

スが飛び散り凶器となり

人間に襲ってくることが

予想されます。 

　事前の対策として可能

な限り家具の固定やガラ

スの飛散を防止する対策

をとっておきましょう。け

がを防ぐだけ

でなく、命を守

ることにもつな

がります。 

　
次
の
と
お
り
平
成
22
年
度
四
万
十
市
戦
没

者
な
ら
び
に
満
州
分
村
殉
難
者
合
同
追
悼
式

を
執
り
行
い
ま
す
の
で
、
ご
遺
族
の
皆
さ
ま

に
は
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
、
参
列
賜

り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

日
　
時
　
11
月
18
日（
木
） 

　
　
　
　
10
時
〜（
１
時
間
20
分
の
予
定
） 

場
　
所  

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー 

参
列
者
留
意
事
項 

　
受
付
は
９
時
か
ら
９
時
40
分
ま
で
に
お
願

い
致
し
ま
す
。 

　
供
花
等
供
物
は
、ご
辞
退
い
た
し
ま
す
。 

　
服
装
は
平
服
で
お
願
い
致
し
ま
す
。 

平成22年度 四万十市戦没者ならびに 
満州分村殉難者合同追悼式 

　
木
造
住
宅
耐
震
相
談
会
を
左
記
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。 

　
以
下
に
該
当
す
る
人
で
、耐
震
診
断
や
改
修

工
事
を
お
考
え
の
人
は
お
気
軽
に
ご
相
談
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。 

　
耐
震
診
断
の
申
し
込
み
を
そ
の
場
で
行
う

こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
木
造
住
宅
耐
震
化
の
た

め
の
補
助
金
に
つ
い
て
も
ご
説
明
し
ま
す
。 

 

日
　
時
　
11
月
23
日（
火
・
祝
） 

　
　
　
　
11
時
〜
15
時 

場
　
所
　
四
万
十
市
役
所 

１
階 

ロ
ビ
ー 

対
象
者 

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
ま
で
に
着
工
さ
れ

　
た
市
内
の
木
造
住
宅
に
お
住
ま
い
の
人
、

　
ま
た
は
、既
に
市
の
耐
震
診
断
を
受
け
た
人 

　
※
耐
震
診
断
を
受
け
た
人
は
診
断
書
を
、受 

　
　
け
て
い
な
い
人
は
設
計
図
な
ど
家
の
間 

　
　
取
り
が
分
か
る
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

主
　
催
　
四
万
十
耐
震
住
宅
研
究
会 

木造住宅耐震相談会 

　
一
條
神
社
で
は
、
28
年
前
よ
り
毎
年
、
京
都

下
鴨
神
社
よ
り
頂
い
た
御
神
火
を
、一
條
大
祭

の
初
日
に
、本
殿
へ
奉
納
し
て
お
り
ま
す
。 

　
今
年
も
、
11
月
20
日（
土
）に
頂
く
御
神
火
を

奉
納
す
る
に
あ
た
っ
て
、総
代
な
ら
び
に
商
工

会
議
所
青
年
部
メ
ン
バ
ー
が
提
灯
を
持
っ
て

町
を
練
り
歩
き
、神
事
を
行
い
ま
す
。 

ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。 

 
日
　
時
　
11
月
22
日（
月
） 

　
　
　
　
17
時
　
御
神
火
奉
納
提
灯
行
列 

　
　
　
　
　
　
　
商
工
会
議
所
出
発 

↓
　 

　
　
　
　
　
　
　
天
神
橋
ア
ー
ケ
ー
ド 

↓ 

　
　
　
　
　
　
　
一
條
神
社 

御神火奉納提灯行列 
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お
知
ら
せ 

「四万十いやしの里」 
休館 

　
四
万
十
い
や
し
の
里
で
は
、「
四
万
十
い

や
し
の
湯
」お
よ
び
レ
ス
ト
ラ
ン「
山
川
海
」

の
機
械
設
備
点
検
な
ど
の
た
め
、左
記
の
期

間
休
館
し
ま
す
。 

 

休
館
期
間
　
12
月
７
日（
火
） 

11
時 

　
　
　
　
　
　
　
〜
12
月
９
日（
木
） 

17
時 

問 
四万十いやしの里 

�（31）5111
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平
成
22
年
11
月
号 

中村地域：（市）社会体育課 �（34）2071　西土佐地域：西土佐事務所 �（52）1110問 申 

催
　
し 

お
知
ら
せ 

問 高知県幡多福祉保健所 衛生環境課　�（34）5119

平成22年度 第4回 子犬の譲渡会 

教
室
・
講
座 

問 申 働く婦人の家　�（34）6299

働く婦人の家講座「絵手紙」 教
室
・
講
座 

問 申 
（財）四万十市体育協会（安並スポーツセンター内） 
�（34）6299

スポーツ吹き矢教室 
　
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
は
、運
動
効
果
だ
け
で
は
な

く
、
精
神
集
中
や
血
行
促
進
・
細
胞
の
活
性
化
に

も
役
立
ち
、内
臓
の
諸
器
官
に
も
よ
い
影
響
を
与

え
ま
す
。
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
み
な
が
ら
、
健
康

ア
ッ
プ
で
き
る
の
が「
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
」で
す
。 

 

日
　
　
時
　
12
月
５
日
、12
日
、19
日（
各
日
曜
日
） 

　
　
　
　
　
14
時
〜
15
時 

対 

象 

者
　
年
齢
不
問 

場
　
　
所
　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

武
道
場 

参 

加 

料
　
５
０
０
円（
保
険
・
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
代
含
む
） 

定
　
　
員
　
先
着
10
人 

受
付
期
間
　
11
月
10
日（
水
）〜
30
日（
火
） 

申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

講
　
　
師  

和
田
浩
一 

　（
高
知
県
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
土
佐
清
水
支
部
） 

 

※
運
動
の
で
き
る
軽
装
・
室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
用
意
し

　
て
く
だ
さ
い
。（
用
具
は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
） 

日
　
　
時
　
11
月
26
日（
金
）、12
月
３
日（
金
） 

　
　
　
　
　
19
時
〜
21
時 

場
　
　
所
　
働
く
婦
人
の
家 

２
階
　
講
習
室
Ａ 

講
　
　
師
　
柏
原 

啓
一 

対

象

者
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
女
性 

定
　
　
員
　
18
人 

用
意
す
る
も
の
　
古
タ
オ
ル
、古
新
聞
、絵
具 

申
込
期
間
　
11
月
16
日（
火
）〜 

申
込
方
法
　
本
人
に
限
り
窓
口
・
電
話
で
受
付（
９

　
　
　
　
　
時
〜
17
時
15
分
　
土
・
日
・
祝
日
を 

　
　
　
　
　
除
く
） 

　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り 

日
　
　
時
　
11
月
24
日（
水
） 

９
時
30
分
〜 

会
　
　
場 

　
高
知
県
中
村
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー 

　（
古
津
賀
３
０
９
６-

３
４
）　
�
（
３
４
）６
２
５
２ 

受
付
時
間 

　
・
子
犬
を
譲
り
た
い
人 

　
　
　
９
時
30
分
〜
10
時 

　
・
子
犬
を
飼
い
た
い
人 

　
　
　
10
時
〜
10
時
10
分 

　
・
抽
選
・
譲
渡
犬
決
定 

　
　
　
10
時
10
分
〜
10
時
20
分 

　
・
愛
犬
の
飼
い
始
め
講
習
会 

　
　
　
10
時
20
分
〜
11
時 

　
・
子
犬
の
譲
り
渡
し 

　
　
　
11
時
〜 

子
犬
を
譲
り
た
い
人 

　
・
事
前
に
高
知
県
幡
多
福
祉
保
健
所
ま
で
連

　
　
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
・
譲
渡
す
る
子
犬
は
、原
則
と
し
て
生
後
２
〜

　
　
３
ヶ
月
の
健
康
な
子
犬（
離
乳
済
み
）で
す
。 

　
・
当
日
は
必
ず
印
鑑
を
持
参
し
子
犬
を
連
れ

　
　
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

子
犬
を
飼
い
た
い
人 

　
・
必
ず
印
鑑
と
子
犬
を
入
れ
る
箱
や
リ
ー
ド

　
　
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

　
・
子
犬
の
譲
渡
が
決
ま
っ
た
人
は
講
習
を
受

　
　
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
・
原
則
と
し
て
本
人
へ
の
譲
渡
と
な
り
ま
す

　
　
の
で
、代
理
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

堂ケ森ウルトラマラソンコースハイキング 
　
紅
葉
の
秋
、美
し
い
自
然
に
触
れ
、１
５
０
０
人

の
ラ
ン
ナ
ー
が
走
る
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　
皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

日
　
　
時
　
11
月
21
日（
日
） 

対 

象 

者
　
中
学
生
以
上 

参 

加 

料
　
５
０
０
円
　
人 

　（
保
険
料
等
含
む
。当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。） 

定
　
　
員
　
中
村
地
域
・
西
土
佐
地
域
よ
り
20
人

　
　
　
　
　（
先
着
順
） 

申
込
期
間
　
11
月
８
日(

月)

〜
11
月
15
日(

月) 

　
８
時
30
分
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
15
分 (

土
・
日
除
く) 

申
込
方
法
　
各
事
務
所
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

そ 

の 

他 

・
約
６
㎞
の
コ
ー
ス
と
な
り
ま
す
の
で
、十
分
に

　
準
備
を
行
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
お
弁
当
、
水
筒
、
杖
な
ど
は
各
自
で
ご
持
参
く

　
だ
さ
い
。 

・
雨
天
中
止
。
中
止
の
判
断
は
、
当
日
の
午
前
７

　
時
に
行
い
ま
す
。 

・
ケ
ガ
、事
故
に
つ
い
て
は
、主
催
者
側
で
か
け
る
傷

　
害
保
険
の
範
囲
内
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。 

・
参
加
者
の
駐
車
場
は
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
・
ス

　
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
利
用
く
だ
さ
い
。 

日程（予定） 
8：00　西土佐地域参加者： 
　　　　西土佐ふれあいホール 
9：00　中村地域参加者： 
　　　　市民スポーツセンター集合 
※マイクロバスに乗車し現地へ出発 
10：00　到着 
10：10　準備体操等～出発 
11：40　到着～昼食～自由時間 
14：00　マイクロバスで出発　 
15：00　スポーツセンター到着 
　　　　～解散 
16：00　西土佐ふれあいセンター 
　　　　～解散 

行 き 先　竹屋敷（堂ケ森） 
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問 

相
　
談 

相
　
談 

問 

お
知
ら
せ 

問 

相
　
談 

問 

←丸の内ハイランド側登り口 

上小姓町側登り口 

小姓町側登り口 

通行止区間 

天理教● 

●四電アパート●四電アパート ●四電アパート 

●武道館●武道館 ●武道館 

高知地方法務局四万十支局　�(34)1600 高知地方法務局人権擁護課　��088（822）3503

四国一斉12時間電話相談 特設人権相談所 
　
高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
左
記
の
と
お
り
12
時
間
電
話
相

談
を
実
施
し
ま
す
。 

 

日
　
　
時
　
12
月
６
日（
月
）　
９
時
〜
21
時 

開
設
場
所
　
高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課 

　
　
　
　
　（
高
知
市
小
津
町
４-

30
） 

電
話
番
号
　
０
１
２
０-
４
５
９-

７
３
７ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
し
こ
く 
な
や
み
な
し
） 

取
扱
内
容
　
差
別
待
遇
、暴
行
・
虐
待
、い
じ
め
、 

　
　
　
　
　
Ｄ
Ｖ
、家
庭
お
よ
び
近
隣
関
係
な 

　
　
　
　
　
ど
に
お
け
る
人
権
問
題
に
関
す
る

　
　
　
　
　
あ
ら
ゆ
る
相
談 

　
※
相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す 

　
人
権
擁
護
委
員
が
、金
銭
・
相
続
・
借
地
借
家
・

結
婚
・
離
婚
・
セ
ク
ハ
ラ
・
Ｄ
Ｖ
・
い
じ
め
・
児
童

虐
待
・
交
通
事
故
・
裁
判
費
用
な
ど
人
権
に
関

す
る
問
題
を
無
料
と
秘
密
厳
守
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。 

 《
中
村
地
域
》 

日
　
時
　
12
月
６
日（
月
） 

　
　
　
　
10
時
〜
12
時
、13
時
〜
15
時 

場
　
所
　
間
崎
集
会
所 

 《
西
土
佐
地
域
》 

日
　
時
　
12
月
７
日（
火
）　
９
時
〜
12
時 

場
　
所
　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル 

（市）生涯学習課 �（34）7311　（市）都市整備課 �（34）1782

市立武道館の使用停止 
および遊歩道の通行止め 

　
暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や
加
害
者
、
被

害
者
の
間
柄
を
問
わ
ず
、決
し
て
許
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
特
に
、配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
女
性
に
対
す

る
暴
力
は
、女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る

も
の
で
あ
り
、男
女
共
同
参
画
社
会
を
つ
く
っ

て
い
く
上
で
解
決
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

こ
の
運
動
を
き
っ
か
け
と
し
て
暴
力
や
人
権

侵
害
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
あ
な
た
や
あ
な
た
の
周
り
の
誰
か
が
被
害

に
遭
わ
れ
た
と
き
に
は
、女
性
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
為
松
公
園
内
に
あ
る
武
道
館
が
、
甚
大

な
シ
ロ
ア
リ
被
害
を
受
け
、
非
常
に
危
険

な
状
態
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
の

で
、10
月
よ
り
使
用
を
停
止
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
瓦
な
ど
の
落
下
物
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
隣
接
す
る
遊
歩
道
（
小
姓

町
四
国
電
力
ア
パ
ー
ト
前
か
ら
武
道
館
を

経
由
し
東
ノ
城
跡
に
至
る
歩
行
者
用
登
山

道
）
を
、
平
成
22
年
11
月
１
日
〜
平
成
23
年

６
月
30
日
（
予
定
）
の
期
間
通
行
止
め
と
し

ま
す
。 

▼
警
察
で
は
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
相
談
を
24
時

　
間
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
の
あ
る

　
人
は
、
最
寄
の
警
察
署
ま
た
は
警
察
本

　
部
の
総
合
相
談
係
（
#
9
1
1
0
又
は

　
�
0
8
8
（
8
2
3
）
9
1
1
0
）
ま
で

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

女性相談支援センター　�（088（833）0783 
平日：9時～22時　土・日・祝日：9時～20時（年末年始は除く） 

11月12日（金）～25日（木）は 

「女性に対する暴力をなくする運動」の実施期間です 
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相
　
談 

（本　　庁）総務課　�（34）1804 
（総合支所）総務課　�（52）1111

問 

相
　
談 

問 中村公証役場　�（34）1728

相
　
談 

問 当公庫フリーコール　�（0120）911927

教
室
・
講
座 

詳しくは四万十市雇用創造促進協議会のホームページや高知新聞折込チラシをご覧の上お申し込みください。 

四万十市雇用創造促進協議会　11月開催講座 

募　集　種　目 日　　　時 

◆もったいないセミナー 

木・素材の活かし方講座 

◆新分野進出講座 

農業の企業化・法人化研修 

「大自然の恵みを活かす 

経営戦略を考えよう！」 

◆販売力強化育成講座 

プロ社員としての心構えと 

基本マナーの修得 

市立文化センター 

中会議室 

四万十楽舎 

3階 研修室 

市立中央公民館 

3階 研究室 

市立文化センター 

中会議室 

木・素材活用アイディアワークショップ 

…普段何気なく使っている様々な工業製品を木の素材に 

置き換え、商品化を視野に入れた発想力を学びます 

戦略的経営のためのマネジメントアプローチ 

②収益管理と会計システム 

戦略的経営のためのマネジメントアプローチ 

①運営管理との高度化のための方向性 

社会人としての物の見方・考え方の確立 

高感度アップの態度的能力向上 

11月 9日（火） 

18時～20時 

11月10日（水） 

18時～20時 

12月 2日（木） 

①11月12日（金） 

②11月25日（木） 

19時～21時 

11月12日（金） 

13時30分～16時30分 

会　　　　場 内　　　　容 講　　師 

河野 律子 

（河野経営研究所） 

梨 千春 

（四万十ネイチャー 

クラフト“杜人”） 

坂本　力 

（ラダー経営 

ネットワーク） 

問 四万十市雇用創造促進協議会　�（34）0232　ホームページ http://shimanto-koyo.com

ジョブカフェ高知・幡多サテライト  
面接時に好印象を与えるヘアアレンジセミナー 

問 申 

ジョブカフェこうち・幡多サテライト（アピアさつき1階）
�（34）6860（火・木・土 11時～19時）  FAX（34）6866 
E-mail : jcc-hata@opal.ocn.ne.jp

日
　
時
　
12
月
６
日（
月
） 

　
　
　
　
13
時
〜
14
時
30
分 

場
　
所
　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階 

　
　
　
　
研
修
室
Ⅱ 

対
象
者
　
高
校
生
を
除
く
39
歳
ま
で
の
女 

　
　
　
　
性
で
求
職
中
、も
し
く
は
転
職
を 

　
　
　
　
考
え
て
い
る
人 

定
　
員
　
先
着
10
人 

講
　
師
　
濱
田
絵
里（「
の
の and you

」店
長
） 

参
加
料
　
無
料 

 

※
普
段
お
使
い
の
ヘ
ア
ア
レ
ン
ジ
用
品（
ク

　
シ
・
ピ
ン
な
ど
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

※
面
接
時
に
望
む
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

教
室
・
講
座 

日曜・遺言等公証法律相談 行政相談所 
　
国
や
県
、
市
の
仕
事
に
対
す
る
住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
苦
情
や
要
望
を
お
聞
き
し
、
そ
の
解

決
や
実
現
を
図
る
た
め
、行
政
相
談
委
員（
総
務

大
臣
の
委
嘱
）
に
よ
る
行
政
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。相
談
費
用
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 《
中
村
地
域
》 

日
　
時
　
11
月
19
日（
火
）　
13
時
〜
16
時 

場
　
所
　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 《
西
土
佐
地
域
》 

日
　
時
　
12
月
７
日（
火
）　
９
時
〜
12
時 

場
　
所
　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル 

　
遺
言
の
ほ
か
、相
続
、金
銭
・
不
動
産
の
貸
借
、

離
婚
に
伴
う
養
育
料
・
慰
謝
料
・
財
産
分
与
、
高

齢
者
等
の
財
産
管
理
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
を

無
料
・
秘
密
厳
守
で
行
い
ま
す
。 

 

担
　
当
　
高
知
地
方
法
務
局
所
属 

　
　
　
　
中
村
公
証
役
場
公
証
人 

日
　
時
　
11
月
28
日（
日
） 

　
　
　
　
９
時
〜
17
時（
１
組
約
50
分
） 

場
　
所
　
中
村
公
証
役
場（
中
村
大
橋
通
６-

３-

７
） 

 

※
事
前
予
約
制
　
平
日
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

無料農業経営相談 
　
日
本
政
策
金
融
公
庫
高
知
支
店
農
林
水
産
事

業
の
担
当
者
が
、農
業
に
関
す
る
借
入
相
談
、 

経
営
全
般
に
関
す
る
お
悩
み
な
ど
の
相
談
を
無

料
で
行
い
ま
す
。 

 

日
　
時
　
11
月
25
日（
毎
月
第
４
木
曜
日
開
催
） 

場
　
所
　
Ｊ
Ａ
高
知
は
た
本
所
３
階 

　
＊
相
談
は
事
前
に
フ
リ
ー
コ
ー
ル
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 



教
室
・
講
座 

問 申 

お
知
ら
せ 

問 申 
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お
知
ら
せ 

第６回 中心市街地一斉清掃 
　
一
條
大
祭
を
迎
え
る
に
あ
た
り
中
心
市
街
地

の
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

日
　
　
時
　
11
月
13
日（
土
）　 

　
集
合
　
９
時 

　
清
掃
時
間
　
９
時
〜（
１
時
間
程
度
） 

　
※
雨
天
中
止 

清
掃
場
所 

　
市
役
所
を
中
心
と
し
た「
中
心
市
街
地
」 

集
合
場
所
　
一
條
神
社 

藤
棚
前 

※
火
バ
サ
ミ
・
軍
手
・
ゴ
ミ
袋
な
ど
の
清
掃
道
具

　
は
集
合
場
所
で
お
渡
し
し
ま
す
。 

問 中村商工会議所　担当：佐伯　�（34）4333

(財) 高知県国際交流協会　�088（875）0022

平成22年度 災害時語学サポーター養成講座（幡多会場） 
　
南
海
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
時

に
、
通
訳
や
翻
訳
な
ど
を
す
る
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
養
成
す
る
た
め
の
講
座
を
左
記
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

内
　
　
容 

　
大
規
模
災
害
発
生
時
の
通
訳
・
翻
訳
の
心
得
、

　
各
場
面
を
想
定
し
た
３
者
間
通
訳
ロ
ー
ル
プ
レ
イ 

日
　
　
時
　
12
月
５
日（
日
）　
10
時
〜
16
時
30
分 

場
　
　
所
　
高
知
は
た
Ｊ
Ａ
会
館 

３
階 

　
　
　
　
　
中
ホ
ー
ル
大 

定
　
　
員
　
英
語
・
中
国
語
各
15
人
の
計
30
人 

対
　
　
象 

　
18
歳
以
上
の
県
内
在
住
者
で
英
語
・
中
国
語
の

　
う
ち
い
ず
れ
か
の
言
語
と
日
本
語
が
日
常
生
活

　
を
営
む
上
で
支
障
な
く
話
せ
る
こ
と
。
国
籍
は

　
問
い
ま
せ
ん
。 

　
※
受
講
終
了
後
、受
講
修
了
者
は
当
協
会
に「
災

　
　
害
時
語
学
サ
ポ
ー
タ
ー
」と
し
て
登
録
さ
れ
、

　
　
当
協
会
や
そ
の
他
の
団
体
が
実
施
す
る
外
国

　
　
籍
住
民
向
け
の
南
海
地
震
対
策
事
業
に
参
画

　
　
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

講
　
　
師
　
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ユ
イ
ン
、
黄
燕 

　
　
　
　
　（
い
ず
れ
も
県
国
際
交
流
員
） 

　
　
　
　
　
姚
剣
（
四
万
十
市
国
際
交
流
員
） 

受
講
費
用
　
無
料 

申
込
方
法 

　
所
定
の
申
込
用
紙
に
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話

　
番
号
・
希
望
す
る
語
学（
当
該
語
学
の
経
験
な
ど
）

　
を
記
入
し
、郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

　
で
11
月
19
日（
金
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　
い
。申
込
用
紙
は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ   

　 

　http
:/
/
w
w
w
.k
o
c
hi-k
ia
.o
r.jp
/
 

か
ら
ダ
ウ
ン 

　
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

（県）鳥獣対策課  � 088（823）9039　（本庁）農林課 �（34）1118　（総合支所）産業建設課 �（52）1111

平成22年度 狩猟免許試験 
本年度も、農閑期である冬季に狩猟免許試験を実施します。 
シカやイノシシなどの鳥獣害にお困りの農林業の皆さんの受験をお待ちしています。 

受　　験　　料　初心者：5,200円、一部免除者：3,900円 
申請書配布場所  （県）鳥獣対策課、各地区猟友会、（本庁）農林課、（総合支所）産業建設課 
申　請　方　法　郵送または持参 
申　請　受　付　受験日の10日前までに（県）鳥獣対策課へ必着 
そ　　の　　他　事前講習会については県猟友会 � 088（823）1036 にお問い合わせください。 
 
※詳しい内容は、以下のホームページに掲載しています。 
　（県）鳥獣対策課　http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/141001/

 日　　　　時 

12月17日（金） 10時～ 

平成23年1月14日（金） 10時～ 

平成23年1月15日（土） 10時～ 

試験を行う免許の種類 会　　　　　　場 

わな猟 

第一種銃猟、第二種銃猟 

わな猟、網猟 

中村地区建設協同組合会館（右山元町3-3-26） 

高知県立ふくし交流プラザ 

（高知市朝倉戊375-1） 

教
室
・
講
座 

第14回 四万十川僻村塾 
　
四
万
十
川
僻
村
塾
は
、知
識
・
文
化
人
、先
達
の

お
話
を
肩
ひ
じ
張
ら
ず
に
聞
き
、共
に
語
り
合
う

会
で
す
。参
加
に
条
件
は
な
く
、予
約
も
不
要
で

す
。お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

日
　
　
時
　
11
月
20
日（
土
） 

　
　
　
　
　
18
時
〜
19
時
30
分 

講
　
　
師
　
高
木
方
隆（
高
知
工
科
大
学
教
授
） 

演
　
　
題
　
宇
宙
か
ら
地
球
を
測
る 

場
　
　
所
　
三
原
村（
今
回
は
出
前
講
座
で
す
） 

　
※
講
演
会
、懇
談
会
と
も
に
参
加
さ
れ
る
人
は
、

　
　
17
時
ま
で
に
市
立
中
央
公
民
館
に
集
合
い

　
　
た
だ
け
れ
ば
、バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。 

会
　
　
費
　
５
０
０
円 

懇
親
会
費
　
１
５
０
０
円（
希
望
者
の
み
） 

四
万
十
川
僻
村
塾
ブ
ロ
グ
　 

　h
ttp
:/
/
p
u
b
.n
e
.jp
/
jy
u
k
u
/

問 
四万十川僻村塾　� 080-4038-8823（馬場） 
　　　　　　　　E-mail: baba@babanetken.com



市
　
政 

教
　
育 

情
報
掲
示
板 

情
報
掲
示
板 

く
ら
し 
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募
　
集 
催
　
し 

中村幼稚園　� （34）7511  ホームページ  http://www4.ocn.ne.jp/̃nakayo/

平成23年度 中村幼稚園児募集 
―中村幼稚園で「豊かな心 学ぶ力」を育てよう― 

四万十市地域集落再生事業　講演会 

　
本
園
で
は
豊
富
な
遊
び
と
交
流
体
験
、文

字
・
数
の
学
習
活
動
を
通
し
て
子
ど
も
の
も

つ
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
を
伸
ば
し
、小
学
校
に

つ
な
が
る
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま

た
、
23
年
度
か
ら
満
３
歳
に
な
っ
た
時
点
で

入
園
を
受
け
付
け
ま
す
。 

 

教
育
時
間
　
８
時
30
分
〜
15
時 

　
　
　
　
　（
８
時
〜
18
時
預
か
り
） 

入

園

金 

　
満
３
歳
・
３
歳
・
４
歳
児

:

４
０，
０
０
０
円 

　
　
　
　
　
　
５
歳
児

:

１
０，
０
０
０
円 

授

業

料
　 

　
月
額 

２
１，
５
０
０
〜
２
３，
０
０
０
円 

給

食

費
　
約
５，
０
０
０
円 

　
　
　
　
　（
弁
当
給
食
・
牛
乳
）予
定 

教

材

費
　
月
額 

５
０
０
〜
１，
０
０
０
円 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
　
３，
５
０
０
円（
往
復
） 

　
　
　
　
　
　
　
２，
０
０
０
円（
片
道
） 

募
集
期
間
　
11
月
８
日
〜 

　
就
園
奨
励
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

　（
平
成
22
年
度
　
年
間
３
４，
０
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

２
２
０，
０
０
０
円
） 

（総合支所）総務課 地域振興係　�（52）1111

問 

問 

日
　
時
　
11
月
20
日（
土
）　
13
時
〜
15
時 

場
　
所
　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル 

 

■
講
演 

　「
自
分
ら
に
で
き
る
こ
と
は
自
分
ら
の
手
で
」 

■
講
師
　
辻
駒 

健
二（
川
根
振
興
協
議
会 

会
長
） 

　
広
島
県
安
芸
高
田
市

在
住
。
住
民
と
一
緒
に

悩
み
考
え
、
自
ら
提
案

行
動
す
る
こ
と
を
通
し

て
誇
り
と
自
信
の
も
て

る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に

活
躍
中
。 

 

■
講
演 

　「
農
山
村
再
生
に
向
け
て
」 

■
講
師
　
小
田
切 

徳
美（
明
治
大
学
農
学
部
教
授
） 

　
専
門
は
農
政
学
・
農
村

政
策
論
。農
山
漁
村
地
域

研
究
で
全
国
を
歩
く
。 

　
著
書
に
『
農
山
村
再

生
「
限
界
集
落
」
問
題
を

超
え
て
』な
ど
多
数
。 

 

■
対
談 

　「
つ
づ
く
い
な
か
の
つ
く
り
か
た
」 

　
集
落
の
く
ら
し
を
守
り
続
け
る
た
め
に
、
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
、
何
を
す
る

べ
き
か
。 

　
先
進
地
事
例
を
参
考
に
、
自
ら
考
え
行
動
す

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
！ 

募
　
集 

陸上自衛隊 高等工科学校生徒募集 

四万十地域事務所　�（35）3096問 

●
教
育
お
よ
び
卒
業
資
格   

　
高
等
学
校
の
普
通
科
と
同
等
の
教
育
を

受
け
、併
せ
て
各
種
の
教
育
や
訓
練
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
提
携
す
る
通

信
制
高
等
学
校
に
入
学
し
、生
徒
課
程
終
了

時
に
高
等
学
校
の
卒
業
資
格
を
取
得
で
き

ま
す
。身
分
は
特
別
職
国
家
公
務
員（
生
徒
）

で
、手
当
の
支
給
を
受
け
な
が
ら
高
等
学
校

教
育
等
を
受
け
る
制
度
で
す
。 

●
生
徒
の
待
遇
　 

生
徒
手
当 

　
月
額
９
４
９
０
０
円
、期
末
手
当（
６
月
・
12
月
） 

衣 

食 

住 

　
全
員
が
駐
屯
地
で
生
活
し
、宿
舎
は
無
料

　
で
、食
事
・
制
服
類
・
寝
具
に
つ
い
て
は
支

　
給
ま
た
は
貸
与
。 

休
日
・
休
暇 

　
週
休
２
日
制
、
祝
日
、
年
末
年
始
お
よ
び

　
夏
期
休
暇
、年
次
休
暇 

受
付
期
間
　
平
成
22
年
11
月
１
日（
月
）〜 

　
　
　
　
　
平
成
23
年
１
月
７
日（
金
） 

応
募
資
格
　
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳 

　
　
　
　
　
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、中
学 

　
　
　
　
　
校
卒
業
者
ま
た
は
中
等
教
育
学 

　
　
　
　
　
校
の
前
期
課
程
修
了
者（
見
込
み 

　
　
　
　
　
含
む
） 

一
次
試
験
日
　
平
成
23
年
１
月
22
日（
土
） 
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市民のひろば 市民のひろば 

地球にやさしい電話帳をつくるため古い電話帳の回収にご協力をお願いします 
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
地
球

に
や
さ
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、

新
し
い
電
話
帳
を
お
届
け
す
る
際

に
古
い
電
話
帳
を
回
収
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
そ
れ
を
新
し
い
電
話
帳

の
原
材
料
と
す
る
『
電
話
帳
ク
ロ

ー
ズ
ド
ル
ー
プ
リ
サ
イ
ク
ル
』
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

11
月
に
新
し
い
電
話
帳
を
お
届
け

し
た
際
に
は
、
配
達
員
に
今
ま
で

お
使
い
に
な
っ
た
古
い
電
話
帳
を

お
渡
し
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、新
し
い
電
話
帳
を
お
届
け

し
た
際
に
ご
不
在
の
場
合
は
、後
日

改
め
て
回
収
に
お
伺
い
い
た
し
ま

す
の
で
、お
手
数
で
す
が
タ
ウ
ン
ペ

ー
ジ
セ
ン
タ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

受
付
時
間 

　
平
日

:

９
時
〜
17
時 

　
休

:

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
、 

　
　
　 

年
末
年
始 

　
　
　 

（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
） 

 

● 

問
い
合
わ
せ
先 

● 

　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ 

�
�
０
１
２
０
（
５
０
６
）
３
０
９ 

　
※
無
料 利用 

再生 回収 

お知らせお知らせ お知らせ 

● 

問
い
合
わ
せ 

● 

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　 

�
（
３
５
）３
０
１
１ 

高
知
県
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
／
東
洋
医
学
研
究
会
西
南 

　
代
表
者 

山
　
隆
右
　
�
（
３
５
）２
５
０
３ 

解
剖
医
学
的

解
剖
医
学
的 

　
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
鍼
灸
治
療

指
圧
鍼
灸
治
療 
解
剖
医
学
的

解
剖
医
学
的 

　
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
鍼
灸
治
療

指
圧
鍼
灸
治
療 
解
剖
医
学
的 

　
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
鍼
灸
治
療 

　
国
家
試
験
合
格
者
で
、
国
家
免
許
収
得
者
の
団
体
が
奉

仕
治
療
を
行
い
ま
す
。 

 

日
　
時
　
11
月
21
日（
日
）　
13
時
30
分
〜
16
時 

場
　
所
　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

１
階 

和
室 

料
　
金
　
１
０
０
０
円 

　
※
全
額
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す 

主
　
催
　（
社
）高
知
県
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会 

　
　
　
　
東
洋
医
学
研
究
会
西
南 

共
　
催
　
四
万
十
市
身
体
障
害
者
連
盟 

後
　
援
　（
福
）四
万
十
市
社
会
福
祉
協
議
会 

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

〜
相
続
又
は
贈
与
等
に
係
る
生
命（
損
害
）保
険
契
約
等
に 

　
　
　
基
づ
く
年
金
の
税
務
上
の
取
扱
い
の
変
更
に
つ
い
て
〜 

　
相
続
、
贈
与
等
に
よ
り
取
得
し
た
生
命
保
険
契
約
や
損
害
保
険

契
約
等
に
係
る
年
金
の
所
得
税
の
取
扱
い
を
改
め
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。 

　
こ
の
取
扱
い
の
変
更
に
よ
り
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【w
w
w
.nta
.g
o.jp

】
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

● 

問
い
合
わ
せ
先 

●
　
中
村
税
務
署
　 

�
（
３
５
）２
１
３
５ 

（県）総務部 統計課　�088（823）9343

　調査員は顔写真つきの調査員証を携帯しています。 

調査員が訪問した際にはご確認ください。 

○ 家計調査（県主管） 

　　古津賀、右山元町、右山天神町･･･実施中 

　　不破、緑ケ丘団地･･･12月～実施 

○ 労働力調査（県主管） 

　　山路･･･実施中 

○ 労働力調査〔準備調査〕（県主管） 

　　中村東町1丁目･･･実施中 

○ 毎月勤労統計調査〔Ⅰ種〕（県主管） 

　　市内全域･･･実施中 

○ 毎月勤労統計調査〔Ⅱ種〕（県主管） 

　　中村大橋通・中村東下町周辺、具同周辺･･･実施中 

○ 家計消費状況調査（国主管）･･･実施中 

今月の統計調査 11月 統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

・・・
製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ
・・・ 

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

・・・
製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ
・・・ 

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

・・・
製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ
・・・ 

　
経
済
産
業
省
で
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
と
し

て
、
そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

工
業
統
計
調
査
を
12
月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。 

　
調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本
年
12
月
か
ら
来
年
１
月

に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て

は
、統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、正
確
な

ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

経
済
産
業
省 

高
　
知
　
県 

四 

万 

十 

市 
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平
成
22
年
11
月
号 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 

情
報
掲
示
板 

★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★ 

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く 

人
が
人
ら
し
く 67

　
ケ
ガ
レ
と
い
う
表
現
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。 

　
サ
ベ
ツ
の
根
元
と
も
思
わ
れ
る
ケ

ガ
レ
と
は
、
一
体
ど
ん
な
こ
と
を
さ

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
大
雑
把
に
分
類
す
れ
ば
四
領
域
で

考
え
ら
れ
る
と
沖
浦
和
光
氏
（
桃
山

学
院
大
名
誉
教
授
）は
言
い
ま
す
。 

　
第
一
は
神
話
時
代
の
ケ
ガ
レ
で
す
。

大
昔
の
人
々
は
大
自
然
の
は
か
り
知

れ
な
い
力
を
神
と
考
え
、
そ
の
破
壊

力
と
創
造
力
と
い
う
相
反
す
る
事
柄

を
神
の
仕
業
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

神
々
の
領
域
を
傷
つ
け
た
り
侵
し
た

り
す
る
こ
と
が
ケ
ガ
レ
で
あ
り
、
そ

の
怒
り
に
触
れ
る
と
祟
り
が
あ
る
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
時
代
に
は
、〈
聖
な
る
も
の
〉

も〈
ケ
ガ
レ
〉も
神
秘
的
な
大
自
然
が

も
た
ら
す
威
力
だ
と
考
え
た
の
で
す
。

慶
び
事
を「
聖
」、天
変
地
異
や
死
・
病

な
ど
の
災
厄
が「
ケ
ガ
レ
」と
よ
ば
れ

ま
し
た
。 

　
こ
の
頃
は
ま
だ
何
も
か
も
混
沌
と

し
た
時
代
で
、〈
神
・
人
・
獣
〉
も
区
別

せ
ず
、ヘ
ビ
・
ト
カ
ゲ
・
ワ
ニ
・
ク
マ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
を
、
わ
が
一
族

の
先
祖
と
も
考
え
て
い
た
集
団
が
い

ま
し
た
。（
獣
肉
を
食
す
る
こ
と
も
当

た
り
前
で
あ
り
、後
述
す
る「
血
の
ケ

ガ
レ
」
な
ど
は
考
え
の
中
に
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
）。 

　
時
代
が
過
ぎ
て
、
武
力
で
の
、
征

服
者
と
被
征
服
者
が
生
ま
れ
ま
す
。

王
を
名
乗
る
支
配
者
が
〈
神
〉
を
独

占
し
、
被
支
配
者
は
俗
界
に
生
き
る

タ
ダ
の〈
人
〉と
さ
れ
ま
し
た
。 

　
古
事
記
や
日
本
書
紀
に
記
さ
れ

た
東
北
の「
蝦
夷
」、九
州
の「
熊
襲
・

隼
人
」な
ど
が「
化
外
の
民
」と
よ
ば

れ
、都（
王
）に
楯
突
く
野
蛮
人
と
さ

れ
た
の
で
し
た
。 

　
第
二
は
、
安
定
し
て
い
る
秩
序
を

乱
す
か
も
し
れ
な
い
も
の
た
ち
を
、

ケ
ガ
レ
の
対
象
と
し
ま
し
た
。 

　
外
側
か
ら
入
っ
て
き
た
異
分
子
、

ど
っ
ち
つ
か
ず
の
も
の
、
中
心
か
ら

外
れ
る
も
の
、
な
ど
が
ケ
ガ
レ
の
中

に
組
み
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

　
障
が
い
者
差
別
の
観
念
や
皮
膚

の
色
の
違
い
、
文
化
の
違
う
外
国
人

な
ど
も
こ
れ
に
関
連
し
て
い
る
と

み
ら
れ
ま
す
。 

　
第
三
は
、
ケ
ガ
レ
は
汚
い
も
の
と

い
う
考
え
方
で
す
。死
、お
産
、女
性

の
生
理
な
ど
。 

　
第
四
は
、
民
俗
行
事
の
、「
ハ
レ
」

と「
ケ
」の
考
え
方
で
す
。 

（
次
回
は
、第
三
、第
四
を
も
と
に
つ

づ
け
て
書
く
つ
も
り
で
す
） 

 

　
　
　 

　
　
四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師
　 

山
本
　
衞 

お
誕
生

お
誕
生 

　
お
め
で
と
う

　
お
め
で
と
う 
お
誕
生 

　
お
め
で
と
う 

松
下
　
玖
都 

片
岡
　
月
乃 

小
松
　
和
雅 

水
田
　
大
晴 

松
永
　
唯
愛 

岡
田
　
祐
樹 

今
城
　
凛
皇 

中
川
　
真
雅 

谷
　
　
明
優
祐 

小
田
　
萌
香 

西
山
　
穂
香 

浜
田
　
陽
愛 

今
井
　
千
晴 

畠
中
　
ひ
よ
り 

池
田
　
藍
乃
介 

山
　
　
大
陸 

今
村
　
友
香 

山
田
　
潤
也 

田
中
　
日
葵 

刈
谷
　
美
都 

久
保
田
侑
里 

福
地
　
瑛
斗 

麻
田
　
瑚
衣
羽 

き
ゅ
う
と 

 

つ
き  

の 

 

か
ず 

ま
さ 

 

た
い 

せ
い 

　
ゆ
　
あ 

 

ゆ
う  

き 

　
り  

お
う 

　
み
や
び 

 

め
い  

ゆ    

う 

 

も
え  

か 

 

ほ
の  

か 

　
ひ
　
な 

　
ち  

は
る 

  

あ
い  

の  

す
け 

 

お
お  

り 

 

と
も  

か 

 

じ
ゅ
ん
や 

  

ひ 

ま 

り 

　
み
　
と 

 

ゆ
う  

り 

 

あ
き  

と 

　
う
　
い
　
は 

卓
也 

幸
成 

寿
史 

貴
士 

輝
明 

大
樹 

達
矢 

裕
歳 

幸
浩 

和
寿 

佳
典 

敬
介 

治
夫 

康
行 

季
宜 

裕
之 

征
史 

治 宏 卓 知
浩 

栄
信 

清
隆 

（
平
成
22
・
９
・
６
〜
10
・
５
届
分
） 

（
平
成
22
・
９
・
６
〜
10
・
５
届
分
） 

ご
冥
福
を 

　
お
祈
り
し
ま
す 

      

中

村

桜

町 

中
村
愛
宕
町 

中

村

東

町 

右

山

 
右
山
五
月
町 

右
山
天
神
町 

安

並

 

佐

岡

 

古

津

賀

 

渡

川

 

森

沢

 

九

樹

 

山

路

 

下

田

 

双

海

 

若

藤

 

若

藤

 

川

登

 

常

六

 

大

用

 

西
土
佐
奥
屋
内 

西
土
佐
西
ヶ
方 

西
土
佐
江
川
　 

西
土
佐
用
井 

84 83 82 81 97 86 85 65 78 46 87 80 91 94 92 81 80 63 86 101 82 83 74 91
 

中
村
大
橋
通 

中
村
大
橋
通 

中

村

東

町 

中

村

新

町 

駅

前

町

 

不

破

 

安

並

 

安

並

 

佐

岡

 

古

津

賀

 

具

同

 

具

同

 

渡

川

 

渡

川

 

具

同

田

黒 

具

同

田

黒 

赤

松

町

 

楠

島

 

実

崎

 

間

崎

 

田

野

川

乙 

佐

田

 

西
土
佐
江
川
　 

 

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」、「
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
ま
す
」の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲

載
に
つ
い
て
は
、ご
家
族
の
希
望
を
聞

い
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、 

　（
本
庁
）市
民
課 

�
�
�
�
�
（
３
４
）１
１
１
３ 

　
　
　
ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

津
野
　
百
合
子 

岩
上
　
猛
夫 

淵
崎
　
末
雄 

　
橋
　
壽
美
惠 

窪
田
　
秋
子 

樋
口
　
路
子 

鎌
田
　
甚
吉 

豊
永
　
初
雪 

本
田
　
学 

岡
本
　
泉 

大
橋
　
清
已 

濱
田
　
道
子 

宮
　
　
千
里 

島
村
　
清
美 

野
中
　
壽
々
香 

宮
村
　
重
敏 

門
田
　
通 

大
宮
　
静
代 

山
邊
　
フ
ミ
コ 

下
市
　
重
尾 

秋
元
　
八
重
子 

平
石
　
タ
ミ
子 

村
上
　
重
富 

中
平
　
ヤ
ス
子 

住
　
所 

保
護
者 

赤
ち
ゃ
ん 

住
　
所 

享 

年 

氏
　
　  

名 

■ 現在調査中の地区･･･中村、下田、後川、八束、東中筋 
◆ 具同、東山、蕨岡は全地区未調査です。 

中筋、大川筋、富山、西土佐については全地区の調査が終了しました。 
ご協力ありがとうございました。 

家屋全棟調査 進捗状況 家屋全棟調査 進捗状況 家屋全棟調査 進捗状況 

● 問い合わせ先 ●　（本　　庁）税務課 資産税係 �(３５)４４２８ 
　　　　　　　　　　（総合支所）総務課 税務係　 �(５２)１１１１ 

　　　　　　　調査済家屋課税台帳件数 13,532 

　　　　　　　全家屋課税台帳件数　    23,604
 × 100 ＝ 57.3 ％ 調査進捗率： 

（10月初旬現在） 

お
お
ざ
っ
ぱ 

し
わ
ざ 

た
た 

さ
い
や
く 

こ
ん
と
ん 

ひ
　
ふ 

え
　
ぞ 

く
ま
そ 

は
や
と 

け
が
い 

■市ホームページに広告をのせませんか　市公式ホームページに掲載するバナー広告（有料）を募集しています。 



平成平成22年度年度 

コミュニティコミュニティ（自主防災組織育成）（自主防災組織育成）助成事業助成事業 

平成平成2222年度年度 

コミュニティコミュニティ（自主防災組織育成）（自主防災組織育成）助成事業助成事業 

平成22年度 

コミュニティ（自主防災組織育成）助成事業 

 

11
October

平成22年 

★ 

寄
贈
御
礼 

★ 

★ 

休
館
日
の
案
内 

★ 

一
般
書 

児
童
書  

え
ほ
ん 

11 （387冊）

/

池上彰の新聞活用術 

往復書簡 

キリン 

草木染め大全 

５年後の日本と世界 

農業がわかると、社会のしくみが見えてくる 

マリアビートル 

優しいおとな 

池上　彰 

湊　かなえ 

山田　悠介 

箕輪　直子 

田中　直毅 

生源寺　眞一 

伊坂　幸太郎 

桐野　夏生 

アフガニスタンの少女マジャミン 

うさぎがそらをなめました 

カエデ騎士団と月の精 

こぐまのはっぱ 

小惑星探査機「はやぶさ」宇宙の旅 

ちょんまげくらのすけ 

とげとげ 

ホネホネ絵本 

長倉　洋海 

黒井　健 

リーッカ・ヤンッティ 

ちば　みなこ 

佐藤　真澄 

最上　一平 

佐藤　茉莉子 

スティーブ・ジェンキンズ 

　
中
村
青
年
会
議
所
の
浜
田
兆
城
さ
ん
・
美
保
さ
ん
よ
り
、
新

し
い
紙
芝
居
38
点
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
読
み
聞
か
せ
に
利
用
し
た
り
、
ご
年
配
の
方
向
き
の
作
品

も
あ
り
ま
す
の
で
、
高
齢
者
の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
る
施
設

等
へ
の
団
体
貸
出
な
ど
、
は
ば
広
く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　 

・
「
あ
か
ち
ゃ
ん
が
あ
っ
あ
っ
あ
」
・
「
き
ゅ
う
き
ゅ
う
し
ゃ

　
の
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
」・「
い
っ
き
ゅ
う
さ
ん
」　
ほ
か 

11
月
３
日（
水
）文
化
の
日
　
11
月
23
日（
火
）勤
労
感
謝
の
日 

11
月
８
日（
月
）定

休

日
　
11
月
29
日（
月
）定
　
休
　
日 

11
月
15
日（
月
）定

休

日
　
11
月
30
日（
火
）館
内
整
理
日 

11
月
22
日（
月
）定

休

日
　
12
月
６
日（
月
）定
　
休
　
日 

問
 
市
立
図
書
館
 
 
 
（
３
５
）２
９
２
３
 
 

開館時間　9：00～18：00 November

　財団法人自治総合センターから平成22年度宝くじ助成

事業を受け、「口屋内自主防災会」

（西土佐口屋内）の救命救助活動

用の器具備品を購入しました。

災害時など地域での救命救助活

動に使用させていただきます。 

■
発
行/

四
万
十
市
　
■
編
集/

企
画
広
報
課 
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No.67

水道に関する問い合わせは 
（本　　庁）水道課　�（３４）１７１１ 
（総合支所）住民課　�（５２）１１１１ 

●水道料金は口座振替で● 

（有）夕部設備 

西南管工 

（株）奥宮工業 

（有）大同設備 

（有）石井建設 

（有）山下建設 

豚座建設（株） 

（有）平野水道 

（株）四電工中村営業所 

溝渕設備 

森下住宅器機 

土居水道工事店 

中村水道工事センター 

（株）中村住設 

11月 3日（水) 

 6日（土) 

 7日（日) 

 13日（土) 

 14日（日) 

 20日（土) 

 21日（日) 

 23日（火) 

 27日（土) 

 28日（日) 

12月 4日（土) 

 5日（日) 

 11日（土) 

 12日（日)

�（３４）０５１１ 

�（３４）２１２６ 

�（３５）４１５１ 

�（３４）２１２６ 

�（３４）１２１１ 

�（３４）５００５ 

�（３４）２１２６ 

�（３４）５２５２ 

日直指定水道業者 

11月 3日（水） 

7日（日） 

 14日（日） 

 21日（日） 

 23日（火） 

 28日（日） 

12月 5日（日） 

 12日（日） 

山下整形外科 

市民病院 

竹本病院 

市民病院 

木俵病院 

吉井病院 

市民病院 

正木整形外科 

当 直 医 

�（37）3383 
�（36）2554 
�（37）5151 
�（35）4879 
�（33）0404 
�（33）0653 
�（34）6031 
�（35）2316 
�（34）1331 
�（34）3734 
�（34）4855 
�（32）1095 
�（35）4323 
�（34）3621

～９月末日現在～ 

総人口　36,378（－ 14） 
　男　　17,185（－ 1） 
　女　　19,193（－ 13） 
世帯数　16,269（－ 4） 

転入 
転出 
出生 
死亡 

59人 
60人 
22人 
35人 

（　）内は、前月との差 人のうごき 

■
広
報
の
大
事
な
仕

事
で
あ
る
市
の
Ｐ
Ｒ
。

如
何
に
う
ま
く
伝
え

ら
れ
る
か
。
そ
れ
は
実
体
験
し

か
な
い
…
。
10
月
17
日
（
日
）
の

朝
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
60
㎞

の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
。

完
走
は
し
た
が
翌
日
、
後
遺
症

で
靴
下
が
履
け
ず
妻
の
手
を

借
り
る
。
職
場
へ
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
。
周
り
は
「
好
き
で
や

っ
た
こ
と
だ
か
ら
」
と
割
に
冷

た
い
。
こ
の
体
を
張
っ
た
広
報

活
動
が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う
、

参
加
し
て
み
な
い
と
味
わ
え

な
い
ウ
ル
ト
ラ
の
醍
醐
味
を

ド
ン
ド
ン
全
国
に
発
信
し
て

い
き
た
い
。　
　
　
　   （

Ｙ.

Ｔ
） 
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